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創
主
百
十
月
年
　
会
報
発
行
に寄
せ
て

ご

あ

い
へ
」
つ

ま

紫
塚
同
窓
会
　
会
長

車

田

孝

夫́

母
校
創
立
百
年
の
記
念
式
典
が
盛

大
に
挙
行
さ
れ
た
の
は
平
成
１４
年
。

そ
れ
か
ら
、
は
や
１０
年
も
の
時
が
流

れ
た
か
と
思
う
と
感
慨
も
一入
で
す
。

今
年
、
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
同
窓

会
が
連
携
し
て
検
討
し
計
画
し
て
き

た
記
念
事
業
の
大
半
は
す
で
に
実
施

済
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
か

ら
は
多
大
な
ご
援
助
と
ご
協
力
を
戴

き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
秋
、
１０
月
１８
日
（木
）
に
は
、

創
立
百
十
周
年
記
念
式
典
が
母
校
の

第
一体
育
館
で
挙
行
さ
れ
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様
も
是
非
お
出
か
け
下
さ

い
。
生
徒
諸
君
や
本
校
所
縁
の
皆
様

と
と
も
に
、
こ
の
慶
事
を
祝
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
式
典
の
あ
と
に
は
本

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
講
演
会
を
は

じ
め
、
「大
高
新
世
紀
」
の
は
じ
め

の
１０
年
間
の
記
録
が
詰
ま
っ
た
記
念

誌
も
御
手
許
に
届
く
予
定
で
す
。

同
窓
会
の
目
的
は
、
会
員
相
互
の

親
睦
と
母
校
教
育
活
動
へ
の
支
援
で

す
。こ

の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に
誕

生
し
た
紫
塚
同
窓
会
宮
城
支
部
の
今

後
の
ご
活
躍
に
も
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
母
校
の
益

々
の
発
展
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、

今
回
も
同
窓
会
会
報
の
発
行
に
当
た

り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
謝

し
、
会
員
の
皆
様
に
も
、
今
後
の
同

窓
会
運
営
・活
動
に
た
い
し
て
、
変

わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
援
助
を
賜
り
ま

す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

車
田
会
長
さ
ん
は
じ
め
、
紫
塚
同

窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
、
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
る

大
田
原
高
等
学
校
に
着
任
し
ま
し
た

こ
と
を
、
大
変
有
り
難
く
光
栄
な
こ

と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

着
任
し
た
日
に
頂
戴
し
た
『大
高

百
年
誌
』
を
折
々
に
読
み
な
が
ら
気

付
か
さ
れ
た
の
は
、
校
訓
「質
素
堅

実
」
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
し
た
。
初
代
校
長
の
尾
河
鉄
太
郎

先
生
に
よ
り
掲
げ
ら
れ
た
校
訓
「質

素
堅
実
」。以
来
歴
代
の
校
長
、
教
職

員
が
そ
の
精
神
を
堅
持
し
、
大
高
生

の
教
育
に
心
血
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま

し
た
０
こ
の
精
神
は
、
創
立
以
来
変

学
賛

寺

内

孝

夫

わ
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
、
現
在

も
文
武
両
道
を
目
標
と
し
て
、
学
力

の
向
上
を
基
本
に
、
志
を
高
く
、
自

ら
学
び
、
自
ら
を
高
め
、
怠
惰
を
戒

め
る
校
風
と
な
っ
て
生
き
続
け
て
い

ま
す
。
こ
の
学
ぶ
者
と
し
て
の
在
り

方
の
土
台
と
な
る
「質
素
堅
実
」
と

い
う
も
の
を
、
昨
年
の
３
．
Ｈ
以
降

を
生
き
る
生
徒
達
に
改
め
て
心
に
刻

ん
で
欲
し
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。１０

月
１８
日
の
創
立
百
十
周
年
記
念

式
典
に
向
け
て
、
同
窓
会
の
皆
様
に

は
何
か
と
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
今

後
と
も
母
校
の
更
な
る
発
展
の
た

め
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
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５
月
１９
日
（土
）
紫
塚
同
窓
会
総

会
・懇
親
会
が
、
市
内
の
ホ
テ
ル
龍

城
苑
で
開
催
さ
れ
た
。

十
年
会
該
当
年
次
の
高
２４
回
・鎌

田
美
樹
男
理
事
の
司
会
で
会
議
が
進

め
ら
れ
た
。

車
田
同
窓
会
長
挨
拶
に
続
き
、
こ

の
春
着
任
さ
れ
た
寺
内
校
長
先
生
か

ら
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
会
長
か
ら
栄
典

者
、当
選
者
の
ご
紹
介
と
、〈ム則
に
従
っ

て
お
祝
い
金
が
贈
ら
れ
た
。
佐
藤
秀

夫
氏
、
遠
藤
忠
氏
、
高
梨
誠
一氏
、

渡
辺
脩
司
氏
、
玉
木
茂
氏
が
出
席
さ

れ
、
栄
典
者
を
代
表
し
佐
藤
秀
夫
氏

か
ら
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
車
田
会
長
が
議
長
に
な
り

議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

２３
年
度
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、

２４
年
度
事
業
計
画
、
予
算
に
つ
い
て

は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
が
、
高
２０

回
池
島
常
任
理
事
、
高
２０
回
今
泉
常

任
理
事
か
ら
『会
費
収
入
増
の
具
体

的
な
方
策
を
考
え
改
革
し
な
い
と
、

同
窓
会
そ
の
も
の
の
存
在
意
義
が
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
』
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。
「執
行
部
で
も
以
前
か

ら
頭
を
悩
ま
さ
れ
て
い
る
課
題
で
あ

り
、
次
回
常
任
理
事
会
に
は
提
案
を

し
た
い
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

紫
塚
同
窓
会
宮
城
支
部
の
設
立
と
、

次
年
度
か
ら
紫
塚
同
窓
会
総
会
・懇

親
会
を
「６
月
第
一土
曜
日
に
固
定

す
る
」
二
つ
の
重
要
条
件
も
承
認
さ

れ
た
。
報
告
事
項
の
中
で
、
紫
塚
奨

学
団
担
当
の
川
又
教
諭
（高
３７
回
）

か
ら
、
奨
学
団
と
は
別
で
あ
る
が
母

校
野
球
部
監
督
と
し
て
「昨
年
春
の

県
大
会
優
勝
と
、
そ
の
後
の
支
援
の

お
礼
並
び
に
近
々
甲
子
園
に
出
場
の

報
告
を
し
た
い
」
と
力
強
い
発
言
が

あ
り
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

夢
を
現
実
の
も
の
に
。
期
待
し
ま
し
ょ

つヽノ。総
会
の
隣
室
で
、
総
会
同
様
鎌
田

理
事
の
司
会
で
、
栄
典
者
を
囲
み
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
（出
席
者
７８

名
）特

に
高
７
回
、
高
２０
回
か
ら
多
数

ご
出
席
を
得
て
熱
気
に
満
ち
溢
れ
、

時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
２
年
ぶ
り
の
懇
親
会
で
大
高
の

絆
を
再
確
認
し
つ
つ
出
席
者
最
長
老

の
大
中
３４
回
。中
島
勇
平
理
事
の
万

歳
三
唱
で
開
会
と
な
っ
た
。

今
年
も
十
年
回
該
当
年
次
、
と
り

わ
け
高
２４
回
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

叙
勲
者
。当
選
者
一覧

叙
勲
者

西
川
　
浄
（高
７
）
瑞
宝
小
綬
賞

佐
藤
秀
夫
（高
７
）
瑞
宝
双
光
章

鈴
木
信
男
（高
Ｈ
）
瑞
宝
単
光
章

高
梨
誠
一
（高
Ｈ
）
瑞
宝
小
綬
賞

稲
田
貞
夫
（高
Ｈ
）
瑞
宝
単
光
章

渡
辺
脩
司
（高
１２
）
瑞
宝
双
光
章

褒
章小

山
田
昭
一
曾
同５
）黄
綬
褒
章

玉
木
　
茂
（高
２０
）
黄
綬
褒
章

表
彰百

村
豊
吉
（高
６
）
法
務
大
臣

当
選遠

一騰　
忠
（高
Ｈ
）
矢
板
市
長

平成23年度各支部総会等報告

5月 21日 (土)紫塚同窓会矢板支部総会
矢板イースタンホテル

7月 5日 (火)県庁紫塚同窓会総会
ニューみくら

7月 16日 (土)紫塚同窓東京会役員・幹事会
品川プリンスホテル

10月 16日 (日 )紫塚同窓会ゴルフ大会会長杯
千成GC

10月 22日 (土)近畿紫塚会総会
琴しよう楼

11月 4日 (金)紫塚同窓東京会総会
品川プリンスホテル

11月 12日 (土)小り|1地区紫塚同窓会総会
幸寿司

3月 9日 (金)宇都宮紫塚同窓会総会
ホテル丸治

平成23年度紫塚同窓会事業報告

4月 19日 (火)第 109回創立記念式典
(記念講演講師:高30回 溝口 勝氏)

4月 19日 (火)監査 (後藤・伊藤監事)

5月 14日 (土)総会
6月 1日 (水)十年会第 1回準備会
6月 20日 (月 )同窓会報第36号発行
7月 28日 (木)十年会第 2回準備会
8月 15日 (月 )第58回十年会

(併中 1、 高 3、 高13、 高23、

高33、 高43、 高53回 )

11月 17日 (木)正副会長監事会
2月 16日 (木)正副会長監事会
2月 24日 (金)常任理事会
2月 29日 (水)同窓会入会式(高64回、235名 )
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出出

1.
平成24年度紫塚同窓会一般会計予算
入

項 目 本 年 度 前 年 度 増  減 備   考
前年度繰越 589,1981 1,086,482 ∠ヽ496,501
入  会  金 2,350,000 2,350,000 半 成2許度手業生

の 入会終 身全替

会 費 450,000 550,000 ∠ゝ100,000 同窓生の終身会費

寄  付  金 100,000 200.000 ∠ゝ 100,000 寄付金

雑  収 入 580,019 613.518 ∠ゝ 33,499 ズ 枢 の lA首村 、

`‖

自箋
△ 計 4,070,000 4,800,000 ∠ゝ730,000

項 目 本 年 度 前 年 度 増  減 備   考
創立記念費 230,000 230,00( 0 講 311へ の謝子し、

来省昼合等

総  会 費 200,000 200,00( 0 新聞への広告掲載、
案内葉書等

十 年 会 費 400,000 500,00( ∠ゝ 100,000 余 内ス の
“
迭、

桶信奎窯筆

会 議  費 50,000 50,00( 0 71■ 埋争 会寺の
経替

通 信  費 50,000 50,00( 0 常任理事会の案内
葦書等

報 1,500,00C 1,450,00( 50,000 貧取 の日
`“
1・

■(半 箋

卒業褒賞補助 100,000 100,00( 牛栞 証番 ホルダー
代 /ttの補 Llb

母校活動補助 100,000 600,00( ∠ゝ500,00C
慶  弔 費 400,00( 450,00( ∠ゝ 50,000 祝い金、香典等

支部会等補助 450,00( 450,00( 文 ull云 ・ Ill期 尖ヘ
の補助 今

旅 費 250,00( 300,00( ∠ゝ 50,00( 支部 会  同期 会出
産 に化 らホ桶を螢

事  務 費 50,00( 50,00( 消耗品等

事 業 積 立 240,00( 240,00( 110周 ユ■に 卜Jけ て
め 結 や

雑 費 50,00( 50,00( 郵便振替手数料等

予  備  費 80,00( ∠ゝ  80,00(

計 4,070,00( 4,800,00C ∠ゝ730,00(

平成24年度紫塚同窓会事業計画
4月 19日 (木)第 110回創立記念式典
4月 19日 (木 )監査
5月 10日 (木)十年会第 1回準備会
5月 19日 (土 )総会
6月 20日 (水 )同窓会報第37号発行
7月 27日 (金)十年会第2回準備会
8月 15日 (水)第59回十年会
10月 18日 (木)創立110周年記念式典
1月 下旬   正副会長監事会
2月 下旬   常任理事会
2月 28日 (木)同窓会入会式 (高65回 )

平成23年度紫塚同窓会一般会計決算報告
1.収  入

2.

平成24年度各支部総会予定
紫塚同窓会矢板支部総会   6月 9日 (土 )

矢板イースタンホテル
県庁紫塚同窓会総会     6月 22日 (金 )

ニューみ くら
紫塚同窓東京会役員・幹事会 7月 21日 (土 )

品川プリンスホテル
紫塚同窓会ゴルフ大会会長杯 10月 20日 (土 )

近畿紫塚同窓会総会    琶
指f多晉侵奎,5

京都 タワーホテル
紫塚同窓東京会総会     11月 9日 (金 )

品川プリンスホテル
小川地区紫塚同窓会総会   11月 10日 (土 )

宇都宮紫塚同窓会総会  平成25年 3月 予定
宮城支部総会      平成25年 4月 予定

平
成
２４
年
２
月
２４
日
（金
）
母
校

会
議
室
に
て
平
成
２３
年
度
の
常
任
理

事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
（出
席
者
６７

名
）同

窓
会
総
会
に
か
け
る
議
案
の
審

議
が
な
さ
れ
、
事
業
、
会
計
等
の
議

案
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
総

会
開
催
日
に
つ
い
て
、
母
校
の
一大

行
事
で
あ
る
強
歩
が
終
わ
っ
た
後
の

（来
年
以
降
）
「６
月
の
第
一土
曜

日
に
固
定
」
し
て
は
と
の
事
務
局
案

も
承
認
さ
れ
た
。
校
外
で
懇
親
会
を

是
非
開
催
し
て
欲
し
い
と
の
強
い
要

望
が
提
案
さ
れ
、
懇
親
会
開
催
が
決

定
し
た
。

項 目 予  算 収   入 増   減 備   考
前 年 度 繰 越 1,086,482 1,086,48乏
入  会  金 2,350,00C 2,350,00( 半灰ZZ年度牛茉生

の入会終身会替
ハ 費 550,00C 485,00( ∠ゝ 65,00( 同窓生の終身会費

寄  付  金 200,00C 100,00( ∠ゝ 100,00( 車lU孝夫様Y40,00
非 卜虚紳未r¥6o oo

雑  収  入 613,518 585,43[ ∠ゝ 28,08〔 宏 報 の 広 告 科 、
えll自 生

△ 計 4,800,00C 4,606,917 ∠ゝ 193,08〔

項 目 予   算 支   出 残   額 備  考
創立記念費 230,000 196,35C 33.65(
総  会  費 200,000 193,24C 6,76( 初「 rlへ の 広 肯 殉 載 、

輩 閃 ● 曇 4

十 年 会 費 500,000 329,10C 170,891 朱 lAl次 の郵 送 、
:■ 信 ヽ 彗笙

会  議  費 50,00C 5,962 44,038 常 任 理事 会等 の
経巻

通  信  費 50,00C 34,14C 15,86C 常 仕「■事 会 、 11(店l年客 ス:■ユ 筆

報 1,450,000 1,490,898 ∠ゝ 40,898
卒業褒賞補助 100,000 100,000 事業証菩ホルダー

母校活動補助 600,000 600,00C J妙収舅Jr駄 トランシー
バー アンテ輝

慶  弔  費 450,000 173,000 277,00C 祝い金、香典等

支部会等補助 450,000 410,000 40,00C へ の 柿 断 /r・

旅 費 300,000 197,385 102,615 席 に伴 うな 踊4,塁

事  務 費 50,00( 32,312 17,688 消耗 :7:等

基 金 積 立 240,00( 235,00C 5,000 110周 年 に同 け て
の構立

雑 費 50,00C 19,54C 30,460 郵ft振替手数料等
予  備  費 80,00C C 80,000

計 4,800,00C 4,016,936 783,064

平成23年度紫塚同窓会特別会計(基金)決算報告
収  入  額 21,450,598 繰越金、預金利息

支  出 額 1,000,000 野球部ビッチングマシーン

残 額 20,450,598

平成23年度紫塚同窓会110周年記念事業積立決算報告
収  入  額 946,301 繰越金、基金積立、預金利息

支  出  額 0

残 額 946,301



平成24年 6月 20日発行   紫 塚 同 窓 会 報    第37号 (4)

紫
塚
同
窓
東
京
会

副
会
長
　
阿
久
津
賢
次
Ｔ
同１６
回
）

第
５９
回
東
京
会
総
会
・懇
親
会

Ｈ
月
４
日
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

地
元
か
ら
森
島
校
長
、
増
渕
同
窓

会
副
会
長
、
田
代
先
生
、
同
窓
栃
木

県
議
の
相
馬
・山
口
・斉
藤
各
氏
、

千
草
会
か
ら
１８
名
を
含
め
約
百
名
の

参
加
が
あ
っ
た
。
特
に
恩
師
と
し
て

ご
出
席
頂
い
た
渡
辺
光
男
先
生
（高

Ｈ
回
）
が
教
え
子
に
お
声
を
か
け
て

下
さ
り
多
く
の
若
手
会
員
が
参
加
さ

れ
、
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
栃
木
で
も
大
き
な
震
災

被
害
が
あ
っ
た
。
栃
木
県
東
京
事
務

所
浜
野
所
長
、
野
沢
所
長
代
理
も
出

席
さ
れ
、
栃
木
へ
の
観
光
支
援
、
協

力
を
要
請
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
笠
原
忠
（高
１９
回
）

慶
応
義
塾
大
教
授
が
「震
災
原
発
事

故
の
日
本
再
生
・復
興
に
向
け
て
」

の
演
題
で
講
演
さ
れ
た
。
地
震
、
津

波
、
放
射
性
物
質
な
ど
の
お
話
は
中

身
が
濃
く
意
義
深
か
っ
た
。
「異
業

種
交
流
会
」
の
ほ
か
、
過
去
の
支
部

行
事
写
真
も
展
示
さ
れ
花
を
添
え
た
。

懇
親
会
の
最
後
に
全
員
で
校
歌
を

合
唱
。
菊
地
健
男
君
（高
３３
回
）
の

応
援
エ
ー
ル
で
締
め
大
高
健
児
の
強

い
絆
を
確
認
し
、
散
会
と
な
っ
た
。

役
員
。幹
事
会

今
年
の
「箱
根
駅
伝
」
で
活
躍
し

た
的
場
君
（氏
家
中
出
身
・順
天
堂

大
学
主
将
）
、
小
堀
君
（烏
山
荒
川

中
出
身
・神
奈
川
大
学
）
、
斉
藤
君

（黒
田
原
中
出
身
・東
京
学
芸
大
学
）

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
若
者
が
招
待
さ
れ
、

将
来
の
話
な
ど
を
交
え
、
先
輩
と
楽

し
く
懇
親
の
時
間
を
持
て
た
。

東
京
会
「創
立
６０
周
年
」

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
た
今
年
、
節
目
の
年
を
向
か
え
た
。

郷
土
か
ら
、
全
国
か
ら
、
新
し
く

発
足
し
た
宮
城
支
部
の
皆
様
も
紫
塚

同
窓
東
京
会
懇
親
会
に
東
京
見
物
を

兼
ね
て
ゲ
ス
ト
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

大
島
会
長
を
は
じ
め
多
く
の
同
窓
生

が
歓
迎
し
ま
す
。
母
校
と
同
窓
会
の

発
展
を
願
い
、
質
素
堅
実
の
精
神
を

大
切
に
し
、
絆
を
強
め
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

東
京
会
の
詳
細
情
報
は
田
代
隆
行

氏
（高
１４
回
）
が
ご
苦
労
さ
れ
て
い

る
「紫
塚
同
窓
東
京
会
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

， 一”も一＼＼ζゝ
ミζヽ
い。Ｏｏ●・●０・」●＼＞０〓「も】０＼一

近
畿
紫
塚
会

会
長
　
八
木
沢
武
雄
（高
１０
回
）

平
成
２３
年
度
は
何
物
に
も
例
え
よ

う
の
無
い
一年
だ
っ
た
。

近
畿
紫
塚
会
を
盛
り
上
げ
て
戴
い

た
お
二
人
、
松
本
精
二
（高
６
）
飯

沼
悦
男
（高
８
）
先
輩
を
亡
く
し
ま

し
た
。
３
月
Ｈ
日
の
東
日
本
を
襲
っ

た
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電

所
の
水
素
爆
発
が
あ
り
放
射
能
問
題

が
発
生
。
更
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
台
風
の
被
害
が
近
畿
地
区
、

和
歌
山
県
や
奈
良
県
の
山
間
部
で
は

深
層
崩
壊
と
い
う
現
象
が
発
生
し
新

た
に
ダ
ム
が
造
ら
れ
る
等
自
然
の
猛

威
に
曝
さ
れ
た
悲
劇
の
年
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
も
母
校
の
創
立

百
十
周
年
記
念
に
発
行
さ
れ
た
同
窓

会
名
簿
を
参
考
に
近
畿
地
区
名
簿
の

見
直
し
を
行
い
、
４
月
９
日
幹
事
会

を
開
き
森
重
恭
、
渡
辺
真
也
君
が
新

幹
事
に
選
任
さ
れ
新
し
い
体
制
が
発

足
し
ま
し
た
。

近
畿
紫
塚
会
・

千
草
会
近
畿
支
部
合
同
総
会

１０
月
２３
日
に
、
大
阪
北
新
地
の
琴

そ
う
楼
「つ
る
た
ん
と
ん
」
で
開
催
。

紫
塚
同
窓
会
本
部
よ
り
車
田
会
長
、

森
島
校
長
、
田
代
教
諭
、
千
草
会
よ

り
川
上
会
長
、
江
連
次
期
会
長
、
大

田
原
女
子
高
よ
り
川
俣
校
長
、
東
海

林
教
諭
を
迎
え
て
合
同
総
会
を
開
催

す
る‐
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
．

近
畿
紫
塚
会
よ
り
１６
名
、
千
草
会

近
畿
支
部
よ
り
５
名
、
学
生
１
名
の

総
勢
２９
名
。
新
し
く
同
窓
会
名
簿
に

て
呼
び
か
け
た
方
数
人
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
春
の
選
抜
高
校
野
球
に
て

「２‐
世
紀
枠
」
に
残
念
な
が
ら
選
ば

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
最
大
の
話
題
で

あ
っ
た
。
近
畿
地
区
に
在
住
す
る
我

々
に
と
っ
て
、
甲
子
園
球
場
に
て
母

校
を
応
援
す
る
こ
と
が
夢
で
あ
っ
た

の
で
す
が
、
も
う
一歩
及
ば
な
か
っ

た
。
第
“
回
春
季
県
高
校
野
球
大
会

で
は
５２
年
振
り
の
優
勝
。
関
東
大
会
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に
出
場
で
き
た
こ
と
が
次
の
夢
に
続

く
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

東
日
本
大
震
災
で
、
救
援
物
質
を

強
奪
す
る
よ
う
な
こ
と
は
全
く
な
く

行
儀
よ
く
整
列
し
て
受
け
取
っ
て
い

ま
し
た
。
外
国
の
メ
デ
ィ
ア
は
そ
の

現
象
に
驚
嘆
し
て
い
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
精
神
は
大
田
原
高
校
の

質
素
堅
実
と
通
じ
合
う
と
思
い
ま
す
。

自
分
さ
え
良
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
考

え
で
は
復
興
は
覚
束
な
い
し
「絆
」

を
大
切
に
す
る
東
北
魂
を
見
せ
つ
け

ら
れ
た
思
い
で
一杯
で
す
。

紫
塚
Ｇ
Ｆ
ク
ラ
ブ
の
大
会
、
記
念

行
事
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
伝

統
を
噛
み
し
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
庁
紫
塚
同
窓
会

世
話
人
　
内
田
雅
之
（高
４０
回
）

ま
ず
は
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
県
庁
紫
塚
同
窓
会
は
、
会

員
相
互
の
連
絡
と
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
県
庁
に
在
職
す
る
大

高
Ｏ
Ｂ
で
構
成
さ
れ
た
組
織
で
す
。

平
成
２３
年
度
は
、
新
た
に
４
各
の
新

採
用
職
員
を
迎
え
る
な
ど
し
て
、
会

員
数
は
２
５
７
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２３
年
度
の
総
会
は
、
５‐
名
の
出
席

を
得
て
、
７
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
総
会
に
お
き
ま
ｔ
て
、

岩
波
定
美
氏
（県
央
産
業
技
術
専
門

校
長
）
が
会
長
に
、
肥
塚
喜
弘
氏

（大
田
原
土
木
事
務
所
次
長
・現
大

田
原
県
税
事
務
所
長
）
及
び
佐
藤
佳

正
氏
（教
育
委
員
会
教
育
次
長
）
が

副
会
長
に
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
事
後
の
懇
親
会
に
は
、

ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
森
島

堅
二
校
長
先
生
（当
時
）
に
御
出
席

い
た
だ
き
、
春
季
栃
木
県
高
等
学
校

野
球
大
会
優
勝
の
快
挙
を
始
め
と
し

た
母
校
の
近
況
や
、
紫
塚
同
窓
会
の

最
近
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
御
報
告

い
た
だ
い
た
他
、
本
会
の
顧
間
を
お

願
い
し
て
い
る
方
々
の
一つ
ち
い
渡
辺

喜
美
衆
議
院
議
員
（代
理
）
、
相
馬

憲
一県
議
会
議
員
、
齋
藤
淳
一郎
県

議
会
議
員
に
御
出
席
い
た
だ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
御
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
懇
親
会
は
、
平
成
３
年

卒
業
で
本
県
及
び
埼
玉
県
を
中
心
に

活
躍
し
て
い
る
お
笑
い
コ
ン
ビ
「だ

い
ま
じ
ん
」
の
「じ
ん
の
す
け
」
様

に
司
会
を
お
願
い
し
た
こ
と
か
ら
、

会
場
は
終
始
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
、

結
び
に
は
出
席
者
全
員
で
肩
を
組
ん

で
校
歌
を
熱
唱
す
る
な
ど
、
大
変
盛

り
上
が
っ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
県
職
員
と
し
て
、
こ

う
し
た
職
員
相
互
の
交
流
や
、
何
よ

り
も
母
校
が
教
え
て
く
れ
た
「質
素

堅
実
」
の
校
訓
を
胸
に
、
県
政
の
発

展
を
目
指
し
、
今
後
も
尽
力
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
母
校
大
田

原
高
校
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
を
祈

念
申
し
上
げ
、
本
会
の
近
況
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宇
都
宮
紫
塚
同
窓
会

副
会
長
・事
務
局
長

笹
沼
　
収
（高
９
回
）

去
る
３
月
９
日
、
宇
都
宮
市
内
の

ホ
テ
ル
で
宇
都
宮
紫
塚
同
窓
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
車
田

同
総
会
長
、
学
校
か
ら
は
校
長
先
生

代
理
と
し
て
田
代
先
生
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
の
出
席
者
は
２５
名
で
し
た
が
、

一年
ぶ
り
の
再
会
に
話
が
は
ず
み
な

ご
や
か
に
歓
談
す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち

に
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
・

当
会
の
悩
み
は
昭
和
６‐
年
卒
業
の

方
が
一番
若
く
、
会
員
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
め
、
若
年
層
の
会
員
増
強

が
課
題
で
あ
り
ま
す
。

杜
の
都
仙
台
に
も

『大
高
絆
』
が
誕
生

監
事
　
相
馬
　
佼
（高
１３
回
）

昨
年
は
未
曾
有
の
東
訃
本
大
震
災

に
よ
り
、
県
民
の
間
に
絆
が
強
ま
り

始
め
た
時
期
に
、
偶
然
に
も
同
窓
会

東
京
会
会
長
の
大
島
栄
寿
様
か
ら
、

仙
台
に
も
紫
塚
同
窓
会
を
発
足
さ
せ

て
、
『大
高
絆
』
を
共
有
し
て
は
如

何
か
と
お
声
掛
け
を
頂
き
ま
し
た
。

早
速
、
同
窓
会
名
簿
で
宮
城
県
在

住
同
窓
生
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
４‐
名

の
大
高
卒
業
生
が
お
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
宮
城
支
部
設
立
趣
意
書
を
全
員

に
郵
送
し
ま
し
た
が
、
１
名
は
震
災

被
災
で
避
難
先
不
明
、
２
名
は
転
居

先
不
明
で
し
た
。

震
災
直
後
と
云
う
状
況
も
有
り
、

賛
同
の
返
信
は
僅
か
１４
名
に
止
ま
り

ま
し
た
が
、
同
窓
会
設
立
賛
同
者
の

意
見
を
尊
重
し
て
、
設
立
に
踏
み
切

る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

４
月
２‐
日
に
設
立
総
会
を
開
催
す

る
運
び
と
な
り
、
同
窓
会
会
長
の
車

田
孝
夫
様
、
副
会
長
の
大
島
栄
寿
様
、

教
頭
先
生
の
齋
藤
良
則
様
ご
臨
席
の

も
と
、
１０
名
の
同
窓
生
が
出
席
し
て
、

議
案
の
会
則
制
定
と
役
員
選
出
も
満

場
一致
で
承
認
さ
れ
、
宮
城
支
部
が

誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

懇
親
会
の
自
己
紹
介
で
は
、
我
々

を
育
て
て
頂
い
た
懐
か
し
い
先
生
方

の
話
題
も
出
て
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
会
話
も
弾
み
、
時
間
を
忘
れ

て
い
る
う
ち
に
、
校
歌
斉
唱
で
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

会
員
同
士
が
強
い
『大
高
絆
』
で

結
ば
れ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

少
人
数
な
が
ら
も
、
会
員
増
強
に
よ

り
組
織
の
拡
大
充
実
を
図
り
、
母
校

の
更
な
る
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

現
時
点
で
の
行
事
予
定
と
し
て
は
、

宮
城
県
の
大
学
等
に
進
学
す
る
学
生

の
歓
迎
会
を
組
み
入
れ
た
定
例
総
会

を
、
母
校
設
立
記
念
日
直
後
の
週
末

に
開
催
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
各
種
親
睦
行
事
の
企
画
も
検
討

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
宮
城
県
へ
の

進
学
生
や
転
勤
者
な
ど
の
情
報
提
供

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

紫
塚
同
窓
会
宮
城
支
部

〈ム　
長
　
水ヽ
井
　
洋
（高
２
回
）

事
務
局
　
鈴
木
　
折口
（高
２６
回
）

監
　
事
　
相
馬
　
佼
（高
１３
回
）

※
連
絡
先一①”∽“∽（）∽〇●０””‐●０，

”〇。」０
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最
後
の
十
年
会

高
３
回
　
主目柳
　
　
毎貝

歳
月
人
を
待
た
ず
、
い
つ
し
か
時

は
流
れ
て
、
私
達
大
高
第
３
回
・併

中
第
１
回
の
卒
業
生
は
十
年
会
の
最

高
年
次
学
年
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

思
え
ば
、
私
達
は
昭
和
２０
年
４
月
、

旧
制
大
中
に
入
学
、
戦
後
の
学
制
改

革
を
経
て
、
大
高
併
設
中
で
３
年
、

さ
ら
に
新
制
大
高
で
３
年
、
実
に
６

年
間
、
「紫
塚
の
学
舎
」
に
て
学
ん

だ
と
い
う
大
高
史
上
、
稀
有
の
学
年

で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
私
達
は
県
北
の
雄
と

し
て
、
質
素
堅
実
、
歴
史
と
伝
統
を

誇
る
大
高
で
文
武
両
道
、
勉
学
に
勤

し
み
、
戦
後
の
苦
難
の
道
を
切
り
開

き
、
社
会
の
各
方
面
に
大
き
く
羽
ば

た
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

本
年
で
十
年
会
も
５８
回
を
数
え
、

私
達
の
年
次
で
出
席
し
た
者
は
２‐
名
。

さ
す
が
年
齢
相
応
の
姿
で
あ
っ
た
が
、

皆
、
往
時
の
大
高
健
児
の
面
影
を
留

め
て
い
た
。

会
は
、
車
田
同
窓
会
長
、
森
島
校

長
の
挨
拶
が
あ
り
、
私
達
の
荒
井
同

期
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
始
ま
っ

た
。
話
は
酒
間
の
う
ち
に
、
先
生
方

の
「渾
名
」
、
授
業
風
景
に
及
び
楽

し
い
談
笑
の
時
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

や
が
て
「校
歌
斉
唱
」
と
な
り
、

「若
き
生
命
」、
「旭
光
あ
ま
ね
き
」

が
響
き
渡
り
、
思
わ
ず
胸
が
熱
く
な
っ

た
。
次
に
「同
期
会
」
へ
と
会
場
を

移
し
会
は
更
に
盛
り
上
が
っ
た
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
無
事
を
願

い
、
ま
た
会
う
日
を
期
し
、
心
残
り

の
別
れ
を
告
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

若
き
日
の
進
か
人
月
十
五
日

五
回
目
の
十
年
会
を
終
え
て

高
１３
回
　
千
保
　
一夫

昨
年
８
月
１５
日
、
十
年
会
に
出
席

し
た
同
期
生
は
期
待
し
た
よ
り
も
少

な
く
、
２６
名
だ
っ
た
。
商
業
科
２
ク

ラ
ス
は
毎
年
こ
の
時
期
の
少
し
前
に

同
窓
会
を
開
催
し
て
き
て
お
り
、
今

回
も
す
で
に
予
定
通
り
実
施
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
や
む
を

得
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
人
た
ち
は
、
日
々
に
自

分
に
と
っ
て
次
回
の
出
席
は
ま
ず
不

可
能
で
は
な
い
か
な
ど
と
弱
気
の
話

を
し
つ
つ
、
実
は
ま
だ
ま
だ
意
気
軒

昂
で
も
あ
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
う

友
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
人
生
の

年
齢
を
顔
に
刻
教
、
魅
力
的
な
表
情

で
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
話
題
は
前
期
高
齢
者
に
な
っ

て
か
ら
め
っ
き
り
体
力
が
落
ち
た
と

か
、
前
置
き
し
な
が
ら
、
ど
こ
そ
こ

の
山
頂
を
踏
破
し
た
と
か
、
ゴ
ル
フ

の
腕
前
を
披
露
す
る
な
ど
、
や
は
り

私
た
ち
の
年
齢
は
古
希
直
前
に
相
応

し
い
複
雑
な
年
代
に
差
し
か
か
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

少
年
老
い
易
く
の
通
り
、
大
高
の

木
造
の
校
舎
と
校
舎
の
間
に
わ
ず
か

に
残
る
芝
生
で
昼
休
み
に
相
撲
を
と
っ

た
り
、
腕
相
撲
を
や
っ
た
り
し
た
少

年
時
代
は
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
だ
、

と
話
し
合
っ
た
。
　
．

私
は
若
い
人
た
ち
に
対
し
て
、「君

た
ち
の
特
権
は
時
間
が
た
っ
ぷ
り
あ

る
こ
と
だ
。」と
い
つ
も
言
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
先
に
亡
く
な
っ
た

米
国
ア
ッ
プ
ル
創
始
者
の
一人
で
あ

る
ス
テ
ィ
ー
プ
。ジ
ョ
ブ
ズ
氏
は
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
卒
業
祝
賀

ス
ピ
ー
チ
で
、「君
た
ち
の
時
間
も
限

ら
れ
て
い
る
。
あ
な
た
の
心
や
直
感

に
従
う
勇
気
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
そ
う

で
すノ。

大
高
の
後
輩
に
範
を
示
す
べ
き
先

輩
の
一人
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
何

と
言
う
べ
き
か
を
少
し
悩
み
な
が
ら
、

母
校
の
弥
栄
を
祈
り
、
後
輩
の
活
躍

を
見
守
る
こ
と
に
し
よ
う
。

卒
業
か
ら
四
十
年

高
２３
回
　
小
池
　
俊
雄

私
た
ち
に
と
っ
て
今
回
の
十
年
会

は
、
４
度
日
と
な
り
ま
す
。
六
十
歳

の
還
暦
を
目
前
に
控
え
、
大
き
な
節

目
を
迎
え
る
年
に
な
り
ま
し
た
。

仕
事
の
面
で
は
「定
年
」
と
い
う

二
文
字
が
日
前
に
な
り
、
感
慨
深
い

も
の
で
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
話
題

が
中
心
に
な
り
ま
し
た
。

身
体
を
気
遣
う
話
、
第
二
の
人
生

についｔ■る堵
‐・、―揃回と一状き

く
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま‐し

た
。　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
・

場
所
を
同
級
生
の
経
営
す
る
「岡

繁
」
に
変
え
て

，
二
次
会
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、　
一次
会
の
ほ
ぼ
全
員
が

集
い
ま
し
た
。■　
　
　
　
　
一

昔
の
話
や
今
の
仕
事
や
家
庭
の
こ

と
な
ど
、
全
員
が
夢
中
で
話
し
、
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。　
　
　
・

最
後
に
次
回
の
再
会
を
約
束
し
、

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

十
年
会
が
あ
る
こ
と
で
、
同
級
生

絆
を
深
め
、
先
輩
、
後
輩
と
語
り
合

う
機
会
が
で
き
、
幹
事
の
方
々
に
大

変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

３０
年
目
の
面
々

高
３３
回
　
小
林
　
伸
久

我
が
学
年
、
３
回
目
の
十
年
会
で

あ
っ
た
。
自
分
自
身
は
初
参
加
で
あ
っ

た
が
、
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
は
新
鮮
で

も
あ
っ
た
。
恩
師
で
は
平
山
亮
二
先

生
に
お
会
い
で
き
た
。
当
時
と
変
わ

ら
ぬ
お
姿
と
お
声
で
、
先
生
自
ら
我

々
全
員
に
酌
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
今
回
参
加
し
た
面
々
を

記
す
。

全
体
会
（１
次
会
）
か
ら
の
参
加

者
。
磯
仁
、
伏
見
雅
志
、
大
久
保
良
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久
、
神
谷
健
二
、
菊
池
貞
浩
、
菊
地

健
男
、
君
島
孝
明
、
桑
原
孝
幸
、
小

池
学
、
小
滝
威
、
小
林
伸
久
、
小
林

雅
彦
、
後
藤
政
美
、
佐
藤
俊
樹
、
斎

藤
仁
、
関
谷
暢
之
、
相
馬
達
夫
、
田

代
誠
、
長
谷
川
誠
、
長
谷
川
操
、
真

舟
庄
司
、
宮
勝
彦
、
小
出
浩
美
、
斎

藤
達
郎
、
和
気
広
生
、
以
上
２５
名
。

同
期
会
（２
次
会
）
か
ら
の
参
加

者
。
小
林
明
徳
、
近
藤
正
、
佐
藤
文

晃
、
青
龍
寺
弘
範
、
関
口
勝
、
永
森

昌
治
、
溝
口
丈
、
長
谷
川
淳
、
田
畑

浩
良
。
以
上
９
名
。
総
数
３４
名
で
あ
っ

た
。２

次
会
は
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ

別
室
で
行
っ
た
。　
一人
ず
つ
近
況
を

報
告
し
つ
つ
、
当
時
に
思
い
を
馳
せ

た
。
各
々
の
半
生
は
刺
激
的
で
あ
り
、

皆
頼
も
し
く
思
え
た
。

そ
の
後
、
大
多
数
の
者
が
市
内
の

３
次
会
会
場
に
バ
ス
で
向
か
っ
た
。

今
回
貴
重
な
ひ
と
時
を
演
出
し
て

く
れ
た
幹
事
の
方
々
に
深
謝
し
、
ま

た
、
次
の
十
年
会
で
更
に
多
く
の
仲

間
と
再
会
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

２一。次
回
は
頑
張
り
ま
す

高
４３
回
　
斉
藤
淳
一郎

私
た
ち
高
校
４３
回
卒
が
紫
塚
の
学

び
舎
で
学
ん
だ
の
は
、
昭
和
６３
年
４

月
か
ら
平
成
３
年
３
月
ま
で
の
３
年

間
で
あ
る
。
こ
の
間
、
日
本
国
内
で

は
昭
和
か
ら
平
成
に
改
元
さ
れ
た
ほ

か
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
や
湾
岸
戦

争
の
勃
発
な
ど
国
際
的
に
も
大
き
な

変
化
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
バ
ブ
ル
経

済
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
の
も
こ
の
頃

で
あ
る
。

卒
業
し
て
か
ら
の
１０
年
、
２０
年
は
、

「失
わ
れ
た
十
年
」
「失
わ
れ
た
二

十
年
」
と
い
わ
れ
る
景
気
後
退
局
面

が
続
き
い
ま
た
価
値
観
が
多
様
化
、

複
雑
化
す
る
中
で
、
私
た
ち
は
、
決

し
て
平
坦
な
道
を
歩
ん
で
こ
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
事
情
は
、
今
回
の
十
年

会
参
加
者
が
、
他
の
年
次
と
比
較
し

て
非
常
に
少
な
か
っ
た
こ
と
と
無
縁

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
母

校
に
対
す
る
愛
着
が
あ
っ
て
も
、
子

育
て
等
の
日
々
の
雑
事
に
忙
殺
さ
れ
、

な
か
な
か
顔
を
出
せ
な
か
っ
た
の
で

は
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
事
態
を
打
開
す
る
た
め

に
は
、
私
た
ち
該
当
年
次
の
理
事
が
、

一層
努
力
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
が
、
合
わ
せ
て
同
窓
会
に
は
、

年
次
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
十
年
会
に

参
加
し
た
い
と
思
う
よ
う
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
プ
を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
感

じ
た
。「全

て
が
変
わ
ら
な
い
た
め
に
、

全
て
を
変
実
な
く
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
言
い
回
し
が
あ
る
が
、
紫
塚

同
窓
会
が
こ
れ
ま
で
の
結
束
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、
新
し
い
発
想

で
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性

を
痛
感
し
た
。
少
し
先
の
話
に
な
る

が
、
卒
業
３０
年
目
に
あ
た
る
次
回
の

十
年
会
に
は
、
日
に
見
え
る
結
果
が

出
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

初
め
て
の
十
年
会

高
５３
回
　
長
嶋
　
大
輔

月
日
の
過
ぎ
る
の
は
早
く
、
初
め

て
の
十
年
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
卒

業
し
て
以
来
、
会
う
機
会
が
な
か
っ

た
旧
友
や
恩
師
に
会
う
こ
と
が
出
来

た
こ
と
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

又
、
全
体
会
の
盛
り
上
が
り
に
は
感

動
し
ま
し
た
。
参
加
し
て
頂
い
た
方

々
や
役
員
の
方
々
に
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

一方
で
残
念
だ
っ
た
の
は
我
々
の

高
５３
回
の
出
席
者
が
１０
名
と
少
数
で

あ
っ
た
こ
と
で
す
。
更
に
残
念
な
の

は
出
欠
の
回
答
が
一割
程
度
に
過
ぎ

な
か
っ
た
こ
と
、
最
も
残
念
な
の
は

６
月
上
旬
と
７
月
下
旬
に
開
催
さ
れ

た
準
備
会
に
参
加
し
た
年
次
委
員
が

‐４
名
中
自
分
を
含
め
２
、
３
名
で
あ
っ

た
こ
と
で
す
。

十
年
会
に
出
席
し
た
旧
友
か
ら
も

５３
回
の
少
な
さ
に
驚
き
の
声
が
あ
り
、

自
分
と
し
て
も
残
念
の
一語
に
尽
き

ま
す
。

次
回
と
な
る
１０
年
後
の
十
年
会
は

多
数
出
席
さ
れ
、
高
５３
回
が
全
体
会

の
盛
り
上
が
り
の
一部
と
し
て
、
恩

師
と
旧
友
達
と
再
会
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

宇都宮紫塚同窓会
会長青 木  勲 (高 9回 )
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私
と
大
高
の
部
活

高
Ｈ
回
卒
　
渡
辺
　
光
男

昭
和
４８
年
か
ら
平
成
９
年
ま
で
、

国
語
科
の
教
員
と
し
て
在
籍
し
た
が
、

部
活
の
面
を
顧
み
た
い
。

那
須
高
で
、
軟
式
庭
球
部
の
顧
問

を
し
て
い
た
当
時
は
、
打
倒
大
高
が

目
標
だ
っ
た
。
恩
師
柿
沼
俊
一先
生

率
い
る
大
高
は
、
荒
削
り
で
、
寡
黙

で
、
隙
だ
ら
け
だ
っ
た
が
粘
り
強
く
、

な
か
な
か
負
け
な
か
っ
た
。
形
勢
不

利
に
な
る
と
、
柿
沼
先
生
が
「青
年

の
樹
」
を
歌
い
出
し
、「大
高
生
フ
ァ

イ
ト
」
と
気
合
い
を
入
れ
る
。
三
年

目
で
初
勝
利
、
生
徒
と
う
れ
し
涙
を

流
し
た
。
以
降
は
形
勢
逆
転
、
し
か

し
先
生
の
気
合
い
入
れ
は
営
々
と
続

い
て
い
た
。

日
紡
貝
塚
の
大
松
監
督
の
「お
れ

に
つ
い
て
こ
い
」
式
の
強
烈
な
鍛
練

主
義
が
部
活
に
も
蔓
延
し
て
い
た
頃

で
、
実
は
私
の
テ
ニ
ス
の
師
も
「東

の
大
松
」
と
称
さ
れ
た
中
條
正
信
先

生
で
あ
る
。
雪
国
の
ハ
ン
デ
ィ
を
乗

り
越
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体

を
連
覇
し
、
実
業
団
全
日
本
女
子
の

監
督
も
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
不
思
議

な
縁
で
春
休
み
の
一週
間
、
先
生
の

お
宅
に
止
宿
し
て
理
論
と
指
導
法
の

特
訓
を
受
け
た
。
理
論
の
明
解
さ
は

「目
か
ら
鱗
」
で
あ
っ
た
が
、
指
導

の
厳
し
さ
は
聞
き
し
に
ま
さ
る
も
の

で
、
参
加
し
て
い
た
実
業
団
や
大
学

の
選
手
が
震
え
る
よ
う
な
練
習
で
あ
っ

た
。１０

年
し
て
大
高
に
移
り
、
菊
池
昌

美
先
生
の
テ
ニ
ス
部
を
引
き
継
い
だ
。

そ
の
年
の
秋
の
新
人
団
体
戦
で
県
の

ベ
ス
ト
四
に
な
っ
た
の
は
よ
い
が
、

な
ん
と
春
に
な
る
と
主
カ
メ
ン
バ
ー

六
人
が
ご
っ
そ
り
と
や
め
て
し
ま
っ

た
。
理
由
は
進
学
で
あ
る
。
入
学
し

て
き
た
津
久
井
秀
一
（現
大
高
教
員
）

が
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
ひ
と
り
で
ロ
ー

ラ
ー
を
曳
い
た
の
は
そ
の
頃
で
あ

ＺＯ。大
高
生
時
代
の
自
分
は
、
部
活
も

や
ら
ず
、
勉
強
も
挫
折
し
た
か
ら
、

振
り
返
る
と
苦
い
思
い
出
の
み
に
開

ざ
さ
れ
て
い
る
。
日
頃
、
生
徒
を
進

学
と
学
習
に
駆
り
立
て
な
が
ら
、
大

多
数
の
生
徒
に
は
、
大
高
の
想
い
出

は
灰
色
に
染
ま
る
に
ち
が
い
な
い
と

感
じ
た
。
そ
れ
ま
で
の
指
導
法
を
捨

て
、
方
針
を
「の
び
の
び
テ
ニ
ス
」

に
転
換
、
学
業
優
秀
な
生
徒
に
も

「生
徒
会
長
を
や
っ
て
東
大
に
入
れ
」

と
言
っ
て
教
た
り
し
た
。
部
活
の
力

は
、
先
の
津
久
井
や
佐
藤
良
二
な
ど

立
派
な
キ
ャ
プ
テ
ン
が
育
ち
、
ま
た

地
元
か
ら
基
礎
の
し
っ
か
り
し
た
生

徒
が
入
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

大
高
テ
ニ
ス
部
は
黄
金
期
を
迎
え
る
。

関
東
・国
体
の
優
勝
や
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
個
人
準
優
勝
の
場
面
な
ど
今
も
記

憶
に
新
し
い
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
代
表
の
六
組
の

う
ち
四
組
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

四
組
し
か
な
い
予
選
出
場
枠
を
決
め

る
校
内
予
選
の
方
が
県
予
選
を
勝
ち

抜
ぐ
よ
り
厳
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

の
び
の
び
テ
ニ
ス
の
な
か
に
熾
烈
な

練
習
と
競
争
が
同
居
し
て
い
た
。
こ

れ
を
支
え
た
の
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な

れ
な
く
て
も
い
つ
も
陽
気
に
も
り
た

て
て
く
れ
た
仲
間
で
あ
る
。
大
場
雅

彦
や
原
田
勝
彦
の
名
前
が
浮
か
ぶ
。

当
時
は
堀
内
肖
吉
校
長
で
あ
る
。

初
め
て
関
東
団
体
出
場
を
決
め
た
と

き
、「本
校
の
テ
ニ
ス
部
は
全
員
で
戦
っ

て
い
る
の
で
、
全
員
を
行
か
せ
て
く

れ
」
と
校
長
室
に
頼
み
に
行
っ
た
。

「だ
め
だ
」
と
す
げ
な
く
断
ら
れ
た
。

三
度
目
は
ま
た
き
た
か
と
い
う
よ
う

に
す
こ
し
笑
っ
た
。
恐
い
が
親
父
の

よ
う
で
近
づ
き
や
す
い
感
じ
が
し
て
、

怒
鳴
り
つ
け
ら
れ
る
こ
と
覚
悟
で
、

ま
た
行
っ
た
ら
「わ
か
っ
た
」
と
、

全
員
の
参
加
を
認
め
て
く
れ
た
。

私
は
「青
年
の
樹
」
は
歌
え
な
い

が
「大
高
生
フ
ァ
イ
ト
！
」
は
言
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
が
挑
ん
で
行
っ

た
時
柿
沼
先
生
は
ど
ん
な
気
持
ち
で

受
け
て
く
れ
た
の
か
、
お
聞
き
す
る

機
会
を
失
し
て
し
ま
っ
た
。

（元
大
田
原
高
校
教
頭

元
黒
羽
高
校
校
長
）

「母
校
の
教
員
と
し
て
」

高
２８
回
卒
　
齋
藤
　
良
則

平
成
５
年
４
月
に
母
校
大
高
に
赴

任
し
て
２０
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
赴

任
当
時
、
恩
師
小
林
慢
校
長
（同
窓

会
副
会
長
）
か
ら
生
徒
の
夢
を
叶
え

て
欲
し
い
と
の
話
が
あ
り
、
気
持
ち

が
高
揚
す
る
反
面
、
不
安
感
と
緊
張

感
を
覚
え
た
こ
と
が
鮮
や
か
に
蘇
っ

て
き
ま
す
。
今
か
ら
２０
年
前
、
３５
歳

の
中
堅
教
員
で
あ
っ
た
私
に
と
っ
て

母
校
で
の
教
員
生
活
は
、
期
待
感
と

緊
張
感
の
入
り
混
じ
っ
た
状
態
で
始

ま
り
ま
し
た
。
生
徒
と
保
護
者
の
期

待
に
如
何
に
応
え
る
の
か
、
生
徒
の

夢
の
実
現
を
如
何
に
支
援
す
る
の
か

等
、
試
行
錯
誤
と
模
索
の
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
熟
慮
の
結
果
、

私
の
果
た
す
べ
き
使
命
は
、
授
業
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
尽
き
る
と
の
結

論
に
至
り
ま
し
た
。

私
が
担
当
す
る
の
は
理
科
・物
理

で
す
。
理
系
に
お
い
て
は
基
礎
基
本

と
な
る
重
要
な
科
日
で
す
。
ま
た
、

入
試
に
お
い
て
は
配
点
の
高
い
科
目

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を

念
頭
に
生
徒
に
興
味
関
心
を
喚
起
さ

せ
る
と
と
も
に
意
欲
を
高
揚
さ
せ
、

そ
し
て
、
大
学
入
試
に
対
応
で
き
る

学
力
育
成
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
指
導
に
当
た
り
心
が
け

た
こ
と
は
、
授
業
を
最
大
に
活
用
し
、

さ
ら
に
、
朝
の
学
習
、
放
課
後
課
外
、

夏
季
課
外
、
そ
し
て
週
五
日
制
と
な
っ

て
か
ら
実
施
し
て
い
る
土
曜
日
補
習

を
一体
的
に
捉
え
て
指
導
の
充
実
に

努
め
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
間
、
平

成
１２
年
か
ら
平
成
２０
年
ま
で
の
９
年

間
、
進
路
指
導
を
担
当
し
ま
し
た
。

校
長
か
ら
は
県
内
男
子
高
校
に
負
け

る
な
と
叱
咤
激
励
さ
れ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
先
ず
、
生
徒
た
ち
に

は
大
高
入
学
の
目
的
を
確
認
さ
せ
ま

し
た
。
次
に
、
目
的
実
現
の
た
め
の

方
策
と
し
て
、
夕
方
７
時
ま
で
の
居

残
り
学
習
、
長
期
休
業
中
の
登
校
学

習
、
年
末
年
始
の
登
校
学
習
等
を
奨

励
し
、
学
習
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

し
た
。
生
徒
は
意
識
意
欲
が
高
く
、

ま
た
、
熱
意
溢
れ
る
先
生
方
の
指
導

と
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
生
徒
の
夢
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実
現
と
進
路
実
績
の
向
上
に
つ
い
て

は
あ
る
レ
ベ
ル
を
維
持
・確
保
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
徒
か
ら
は

努
力
す
れ
ば
夢
実
現
の
可
能
制
が
高

ま
る
こ
と
、
先
生
か
ら
は
生
徒
は
無

限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を

教
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
の
進

路
指
導
に
お
け
る
信
念
と
な
っ
て
い

ま
す
。

大
高
生
に
は
将
来
栃
木
県
内
は
も

ち
ろ
ん
、
日
本
、
或
い
は
国
際
社
会

で
幅
広
く
活
躍
、
貢
献
で
き
る
人
材

に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
主
体
的
に
考
え
、

自
立
的
に
行
動
し
、「科
学
技
術
立
国

日
本
」
の
基
礎
基
盤
を
支
え
て
欲
し

い
と
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
５０
年
後

の
将
来
、
日
本
が
国
際
社
会
の
中
で

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
た
め
に
は

未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
が
急
務
で

す
。
大
高
生
を
大
き
な
人
材
と
し
て

鍛
え
る
こ
と
は
教
員
と
し
て
の
責
務

で
す
。
生
徒
に
は
目
先
の
「学
力
偏

差
値
」
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
と
し

て
調
和
の
と
れ
た
総
合
的
な
人
格
を

示
す
「人
間
力
偏
差
値
」
も
高
め
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
強

歩
や
寒
稽
古
で
鍛
え
た
不
屈
の
精
神

と
遅
し
い
実
践
力
を
発
揮
し
て
、
最

後
ま
で
諦
め
ず
に
夢
の
実
現
を
追
求

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復
興
に

も
貢
献
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。（現

大
田
原
高
校
教
頭
）

初
め
ての大高
シ
ンク
ロ

高
３７
回
卒
　
一騰
田
　
昌
彦

私
は
平
成
８
年
度
か
ら
２‐
年
度
ま

で
の
１４
年
間
、
母
校
で
あ
る
大
高
に

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
間
、
特
に
思
い
出
深
い
の
は
平
成

‐５
年
度
大
高
祭
で
の
水
泳
部
の
シ
ン

ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

水
泳
部
の
顧
間
に
な
っ
て
間
も
な

く
、
競
泳
も
シ
ン
ク
ロ
も
よ
く
分
か

ら
な
い
６
月
に
、
部
員
達
が
大
高
祭

で
シ
ン
ク
ロ
を
や
り
た
い
と
言
い
出

し
た
と
き
は
少
々
戸
惑
い
ま
し
た
。

当
時
、
男
子
の
シ
ン
ク
ロ
は
映
画
や

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
、
注
目
を
集
め

始
め
て
い
ま
し
た
。
内
心
、
で
き
る

の
か
な
と
思
い
つ
つ
も
部
員
達
の
是

非
、
実
施
し
た
い
と
い
う
気
合
い
に

押
さ
れ
承
諾
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

生
徒
達
は
競
泳
の
練
習
や
日
々
の
学

習
に
追
わ
れ
、
何
も
準
備
し
な
い
ま

ま
夏
休
み
後
半
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
私
は
心
配
に
な
り
、
後
期
課

外
の
午
後
に
練
習
時
間
を
設
定
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
最
初
の
練
習

に
部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
集
ま
っ
て
も
、

部
長
の
姿
は
見
え
ま
せ
ん
。
部
員
に

聞
い
て
み
る
と
図
書
館
で
勉
強
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
三
年
生
は
既
に
競

技
か
ら
引
退
し
、
受
験
モ
ー
ド
に
な
っ

て
い
た
の
で
す
。
部
長
を
呼
ん
で
話

を
聞
く
と
実
施
を
決
め
た
と
き
は
乗

り
気
だ
っ
た
が
、
今
は
気
乗
り
せ
ず
、

中
庭
の
池
で
水
着
を
着
て
踊
り
を
す

る
位
で
い
い
の
で
は
と
の
考
え
で
し

た
。
私
は
そ
の
考
え
の
甘
さ
に
驚
き
、

何
事
で
も
や
る
な
ら
本
気
で
や
ろ
う

と
厳
し
く
指
導
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

部
長
は
持
ち
前
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ

を
発
揮
し
、
み
ん
な
で
企
画
を
考
え
、

実
際
に
実
行
し
て
改
善
点
を
出
し
合

い
、
僅
か
一週
間
で
ど
う
に
か
仕
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
集
中
力
は
目
を
見

張
る
も
の
で
し
た
。
前
日
に
は
日
が

暮
れ
て
も
プ
ー
ル
で
最
終
改
善
を
行
っ

た
り
、
頑
張
り
過
ぎ
て
足
が
つ
っ
て

し
ま
う
生
徒
も
い
た
り
し
た
程
で
す
。

部
員
全
員
が
演
技
に
参
加
す
る
の
で
、

私
は
演
技
に
合
わ
せ
て
音
楽
を
流
す

係
を
務
め
ま
し
た
が
、
明
日
は
必
ず

観
客
に
受
け
る
と
確
信
し
、
興
奮
し

て
あ
ま
り
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

日
は
観
客
が
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
入
り

き
れ
ず
、
プ
ー
ル
の
柵
に
よ
じ
登
っ

て
見
る
者
が
出
る
な
ど
黒
山
の
人
だ

か
り
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
が
泳
ぎ
、

踊
り
、
水
中
で
ジ
ャ
ン
プ
を
す
る
度

に
歓
声
が
起
こ
り
、
こ
の
「大
高
シ

ン
ク
ロ
」
は
大
成
功
で
し
た
。
新
聞

記
者
も
来
校
し
て
お
り
、
翌
日
の
新

聞
に
写
真
と
部
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

潜
在
能
力
が
高
く
、
何
事
で
も
本

気
に
な
れ
ば
凄
い
能
力
を
発
揮
で
き

る
生
徒
達
と
共
に
一
つ
の
こ
と
を
や

り
遂
げ
た
達
成
感
に
満
た
さ
れ
た
大

高
祭
で
し
た
。

（現
鳥
山
高
校
進
路
指
導
部
長
）

記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
購
入
し
た
機
器

器楽奏吹プ ロ ジ ェ ク タ

グ ラ ン ド整 備 器ピッチングマシン (特別会計)
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lIの 中に ドfl■ ま蹴1の 数ほどあり その中には迷宮人りになつたものも多数rr
llす る。 しかしそれは現実の世界のことであって、 ‐般の推理小説において、
答えのないものは基本的に存在しない。|ヽわばそれらは単に、「人り組んだ論
■l的問題」なのである。しかし芥川龍之介のこの小説には、その基本的定理は
・
`て
はまらない.

交錯し 複雑に絡み合つた線のとれが本物なのか。爆弾解体にも似た緊張
感が読者を襲う。四人の証`:者 と二人の被疑者。証:iの どれが真実でどれが
唯なのか、読者には分からない。そもそもこの中に真実はあるのだろうか、
とさえ疑いを持ち始める。
この本にはスリルが溢れていて、人の心の複雑さ・不確かさ。不透明さをhl

間 見ることが出来る。

読む者は一人残らずしてフール■
'卜
の711に 巻き込まれ、ホワイタニットの

迷官に取り残される。答えはない。情報だけが無造作に散乱している。
真実の有無さえ分からない豪の中、わたしたちは永欠に翻弄され続ける。

.ド 件の内容ではない。「犯人が分からない」この事実が、わたしたちを駆り立
てる。しかし草木を掻き分ければ掻き分けるほどに、私たちは容赦なく藪の中
に取り込まれていく.

いつたい識が嘘をついた?

いつたい何のために嘘をついた?

一―誰が? 誰が? 議が殺した一―?

そういう混乱の極致。そこにこの本の本質がある。
芥川は、藪の中から何かを伝えようとしている。それを、あなたに
も知って欲しい。

幾多の謎L~土も白小い、
ヤ銃 L~螺ち真実4■――?

同
窓
会
員
の
視
点
で
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。
主
に
「紫
塚
２
０
１
１
」、

「図
書
館
だ
よ
り
」、
「紫
窓
」、
「大

高
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
」
か
ら
引
用
し
ま
し

た
。
紫
塚
同
窓
会
の
目
的
の
一
つ
に

「母
校
の
教
育
振
興
に
寄
与
す
る
」

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
母
校
の
今
を
知

り
、
ご
支
援
を
。

部
活
で
の
活
躍

ど
く
し
ょ
甲
子
園

最
優
秀
賞

大
田
原
高
校
　
斎
藤
チ
ー
ム

斎
藤
和
人
、
金
井
瞭
太
、
中
村
龍

徳
、
磯
大
輔
、
渡
辺
大
地
（３
年
生
）、

石
神
大
貴
（２
年
生
）

表
彰
式「第

２
回
ど
く
し
ょ
甲
子
園
宍
朝

日
新
聞
社
主
催
）
の
表
彰
式
が
１０
月

１０
日
、
東
京
。日
比
谷
の
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
選
考
委

員
の
姜
尚
中
さ
ん
（政
治
学
者
Ｘ
秋

田
喜
代
美
さ
ん
（教
育
学
者
×
佐
藤

江
梨
子
さ
ん
（女
優
Ｘ
道
尾
秀
介
さ

ん
（作
家
）
か
ら
表
彰
状
と
記
念
の

盾
が
手
渡
さ
れ
た
。

最
優
秀
賞
の
栃
木
県
立
大
田
原
高

・斎
藤
チ
ー
ム
（芥
川
龍
之
介
著

「藪
〈や
ぶ
〉
の
中
」
）
は
、
文
章

の
力
と
影
絵
風
の
イ
ラ
ス
ト
が
高
く

評
価
さ
れ
た
。
男
子
６
人
が
「一受
賞

を
糧
に
、
藪
の
中
の
よ
う
に
荒
れ
狂
っ

た
社
会
を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
」

と
喜
び
を
語
っ
た
。

姜
尚
中
さ
ん
の
評

群
を
抜
い
て
い
た
の
は
栃
木
県
立

大
田
原
高
二
月藤
チ
ー
ム
の
作
品
だ
。

「ふ
む
、
ふ
む
、
な
る
ほ
ど
、
そ
う

来
た
か
」
と
う
な
ら
せ
る
の
は
見
事

だ
。
「藪
の
中
」
に
仕
掛
け
た
芥
川

龍
之
介
の
「謀
略
」
に
ま
ん
ま
と
や

ら
れ
な
が
ら
も
、
作
品
の
本
質
に
追

る
読
な
の
深
さ
は
あ
っ
ぱ
れ
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
い
。
果
た
し
て
人
間

の
世
界
に
真
実
な
ど
と
言
う
も
の
は

あ
る
の
か
。
こ
の
重
た
い
問
い
を
、

今
後
も
別
の
テ
ー
マ
を
通
じ
て
追
求

し
て
欲
し
い
。
期
待
し
た
い
。

（朝
日
新
聞
よ
り
）

「ど
く
し
ょ
甲
子
園
」
と
は
、
朝

日
新
聞
社
が
主
催
す
る
、
読
者
会
の

成
果
を
「ど
く
し
ょ
ボ
ー
ド
」
と
い

う
一枚
の
ボ
ー
ド
に
結
集
さ
せ
、　
一

つ
の
作
品
と
し
て
応
募
す
る
コ
ン
ク
ー

ル
で
す
。
魅
力
あ
る
一冊
の
本
に
つ

い
て
複
数
人
（４
人
前
後
推
奨
）
が

各
々
の
感
想
や
考
え
方
を
全
力
で
ぶ

つ
け
合
い
、
そ
の
衝
撃
か
ら
生
れ
た

新
し
い
「何
か
」
を
形
に
し
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
「ど
く

し
ょ
ボ
ー
ド
」
と
い
う
形
に
整
え
、

応
募
に
至
り
ま
す
。

最
も
大
切
な
の
は
、
如
何
に
素
晴

ら
し
い
読
書
会
を
し
た
か
だ
と
、
石

神
大
貴
君
は
振
り
返
っ
た
。

（紫
塚
２
０
１
ｌ
Ｐ
９０
ょ
り
）

吹
奏
楽
部

悲
願
の
「金
賞
」
受
賞

栃
木
県
吹
奏
楽
コ
ン
タ
ー
ル

「
一音
入
魂
Ｌ
感
じ
て
動
く
！
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
活
躍
し
て
い
る

吹
奏
楽
部
は
、
部
活
の
時
間
は
集
中

し
、
活
動
が
終
わ
る
と
多
く
の
生
徒

が
図
書
館
等
、
自
主
学
習
の
教
室
に

向
か
う
と
い
う
の
が
日
課
。
そ
し
て
、

見
事
に
県
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
獲
っ

た
。
部
員
は
三
冠
王
（３
ヵ
年
皆
勤
、

３
ヵ
年
８５
キ
ロ
強
歩
完
歩
、
３
ヵ
年

寒
稽
古
皆
勤
）
に
加
え
、「部
活
を
続

け
て
第
一志
望
校
に
合
格
す
る
」
と

い
う
目
標
を
加
え
て
４
冠
を
目
指
し
、

今
年
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
．

（母
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

:_
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定
期
演
奏
会

第
２‐
回
、
合
唱
部
と
吹
奏
楽
部
合

同
の
定
期
演
奏
会
が
、
那
須
野
が
原

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

メ
モ
リ
ア
ル
と
な
っ
た
昨
年
は
震
災

の
影
響
で
体
育
館
で
行
っ
た
。
応
援

団
の
友
情
出
演
も
あ
り
盛
り
上
が
っ

た
が
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
の
響
き
は
格

別
。
百
十
周
年
記
念
事
業
の
前
倒
し

で
購
入
し
た
楽
器
も
輝
き
、　
一段
と

素
晴
ら
し
い
演
奏
で
あ
っ
た
。

例
年
、
３
月
末
の
日
曜
日
に
定
期

演
奏
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
入
場
無

料
。
来
年
は
是
非
ご
来
場
下
さ
い
。

山

岳
　
部

全
国
高
校
総
体
県
予
選
会
・団
体

優
勝
。
（４
年
連
続
）
全
国
高
校
総
体

（青
森
県
）
に
出
場
。

山
ガ
ー
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
行
、

漫
画
原
作
『岳
』
の
映
画
化
な
ど
の

影
響
も
あ
り
、
登
山
は
最
近
大
き
な

プ
ー
ム
が
訪
れ
た
。
登
山
の
素
晴
ら

し
さ
は
、
活
動
そ
の
も
の
に
楽
し
み

が
あ
る
。
二
つ
目
は
、
人
と
の
関
わ

り
が
で
き
る
。
三
つ
日
は
、
自
立
し

た
人
間
性
を
確
立
で
き
る
。
自
立
と

言
う
の
は
、
自
分
に
責
任
を
も
て
て
、

か
つ
他
者
を
思
い
や
る
余
裕
が
あ
る

こ
と
だ
と
思
う
と
、
谷
口
和
志
君
は

振
り
返
っ
て
い
た
。

（大
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
第
５３
号
か
ら
）

相
　
撲
　
部

県
春
季
大
会
優
勝
。
全
国
高
校
総

体
（青
森
県
）
出
場
の
岸
田
翔
太
君

は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
で
き
る

と
い
う
喜
び
も
あ
っ
た
も
の
の
、
不

安
と
緊
張
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

平成23年度 特別活動部の成績

た
。
相
撲
部
は
柔
道
部
と
兼
務
で
、

練
習
は
柔
道
が
メ
イ
ン
。
会
場
の
大

き
さ
と
人
の
多
さ
、
そ
の
上
皇
太
子

様
が
見
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
の

で
不
安
と
緊
張
が
何
倍
に
も
跳
ね
上

が
った
。
そ
の
よ
う
な
中
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
ま
で
勝
ち
あ
が
れ
た
。
支

援
し
て
下
さ
っ
た
方
々
、
と
も
に
練

習
し
た
仲
間
に
感
謝
し
た
い
と
延
べ

て
い
た
。

（大
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
大
５３
号
か
ら
）

ラ
グ
ビ
ー

全
国
東
西
対
抗
戦
（大
阪
府
）
に

東
日
本
代
表
で
出
場
。
山
田
敬
明
君
。

３
年
生
１
人
。
２
年
生
２
人
。
１

年
生
３
人
と
少
な
い
人
数
で
毎
日
練

習
。
春
季
、
秋
季
の
中
部
地
区
大
会

優
勝
。
さ
ら
に
一校
で
は
大
会
に
出

場
で
き
な
い
合
同
テ
ィ
ー
ム
に
よ
り

２
名
が
関
東
選
抜
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

全
国
大
会
に
出
場
し
た
ｏ

（紫
塚
２
０
１
１
よ
り
）

応
　
援
　
団

通
称
幹
部
と
呼
ば
れ
る
応
援
団
部

員
に
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
招
集
の
応
援

委
員
を
含
め
て
、
校
内
で
は
関
東
・

全
国
大
会
に
出
場
す
る
部
の
壮
行
応

援
や
、
大
高
祭
で
の
応
援
。
校
外
で

は
高
校
野
球
ス
タ
ン
ド
応
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
昨
年
は
野
球
部
の
春

の
県
大
会
優
勝
で
は
準
決
勝
、
決
勝

と
関
東
大
会
で
応
援
が
出
来
、
感
激
。

緊
張
感
あ
る
雰
囲
気
で
力
い
っ
ぱ
い

応
援
し
ま
し
た
。

学
校
行
事

第
２７
回
８５
』
強
歩

強
歩
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
当
時
と

は
コ
ー
ス
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

親
園
、
佐
久
山
、
長
峰
公
園
は
通
り

ま
せ
ん
。
夜
食
で
お
世
話
に
な
っ
た

大会名 (開 催 地 )

束 高校駅 伝 大 会(神 奈り1県 ) 原 鈴 木 野 村 近安
種 村 長 谷 川 出村

関東高校総体(千 葉県)

関東高校選抜大会(東京者F)

関東高校総体(栃 木県)
高 村 サl子 岸口

「
議

多田 星 本郷

関 東選 抜 大会 (」・ 梨 県 ) 高 村 張 夜庭 ,11子

関東高校総体(群 馬県)
村 荻庭 多田
郷 岸田 戸邊

末高校総体(出 梨県)
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黒
磯
中
、
冷
た
い
ト
マ
ト
が
美
味
し

か
っ
た
那
須
野
が
原
カ
ン
ト
リ
ー
横

も
通
り
ま
せ
ん
。
安
全
配
慮
が
第
一

で
す
。
同
窓
医
師
団
の
支
援
は
第
１

回
か
ら
続
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
道
端
で
変
わ
ら
ぬ
ご
声
援
を
送
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
コ
ー
ス
は
、

ス
タ
ー
ト
（本
校
正
門
）、
美
原

公
園
駐
車
場
、
高
性
寺
駐
車
場
を
経

て
矢
板
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
昼
食
。
矢
板
中
学
校
、
泉
中
学
校
、

旧
上
伊
佐
野
小
学
校
で
尚
仁
沢
の
水

で
つ
く
っ
た
飲
み
物
を
飲
ん
で
元
気

回
復
。
金
沢
小
学
校
か
ら
帯
根
中
学

校
に
１８
時
１０
分
着
で
夕
食
。
昔
と
変

わ
ら
な
い
。

ひ
き
沼
公
民
館
、
田
舎
ラ
ン
ド
鳴

内
を
経
て
黒
磯
北
中
で
温
か
い
う
ど

ん
。そ
ば
で
体
を
温
め
休
息
。
鍋
掛

小
学
校
、
旧
川
西
中
学
校
跡
地
、
道

の
駅
与
一の
郷
か
ら
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

大
女
高
の
前
で
最
後
の
元
気
を
取
り

一戻
し
、
ゴ
ー
ル
。
途
中
小
雨
に
悩
ま

さ
れ
た
が
、
例
年
通
り
９０
％
強
が
完

歩
し
た
。

大
　
一局
　
祭

例
年
夏
休
ふ
明
け
、
９
月
の
第
１

土
曜
日
に
一般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
書
・絵
画
・彫
刻
な
ど
の

作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。
お
出
か
け

に
な
っ
て
「大
高
の
今
」
を
実
感
し

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の

時
代
と
は
違
っ
た
高
校
生
活
の
一部

が
分
か
る
で
し
ょ
う
。

校
内
球
技
大
会

平
成
２３
年
１０
月
１８
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

修
学
旅
行

平
成
２３
年
度
は
、
１２
月
１
日
１
４

日
、
３
泊
４
日
で
「沖
縄
本
島
」
を

訪
ね
た
と
か
。
羽
田
か
ら
飛
行
機
で

那
覇
に
。
嘉
手
納
基
地
、
万
座
毛
、

南
部
戦
跡
、
首
里
城
ほ
か
を
見
学
。

修
学
旅
行
の
思
い
出
は
年
次
に
よ

り
悲
喜
こ
も
ご
も
、
思
い
出
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
２３
年
度
寒
稽
古

平
成
２３
年
度
寒
稽
古
は
平
成
２４
年

度
１月
１６日０
７２０日０
の
５日間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
生
徒
自
身
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が
選
択
し
た
柔
道
、
剣
道
、
弓
道
、

マ
ラ
ソ
ン
の
４
種
目
に
分
か
れ
て
、

早
朝
６
時
か
ら
７
時
ま
で
の
１
時
間

寒
に
耐
え
て
稽
古
し
た
。
今
年
も
６

０
０
名
の
生
徒
が
参
加
し
た
。
三
ヶ

年
皆
勤
者
し
た
１
３
４
名
（５
７
．

０
％
）
の
三
年
生
に
は
、
賞
状
と
各

種
目
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
た
。

最
終
日
の
１
月
２０
日
に
は
校
庭
で
納

会
が
行
わ
れ
、
保
護
者
の
協
力
に
よ

り
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

平
成
２３
年
度
卒
業
式

平
成
２４
年
３
月
１
日
（木
）、平
成

２３
年
度
卒
業
式
が
、
本
校
第
一体
育

館
に
お
い
て
厳
粛
な
中
に
も
盛
大
に

挙
行
さ
れ
た
。
森
島
堅
二
校
長
よ
り

卒
業
生
の
大
蔵
聖
が
代
表
と
し
て
卒

業
証
書
を
授
与
さ
れ
、
新
た
に
２
３

５
名
が
我
が
紫
塚
同
窓
会
の
会
員
と

し
て
入
会
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

来
賓
祝
辞
の
中
で
車
田
孝
夫
同
窓

会
長
は
「大
田
原
高
校
で
の
学
習
を

基
礎
と
し
て
、
な
お
一層
、
経
験
や

知
識
を
深
め
、
社
会
の
急
激
な
変
化

に
柔
軟
に
、
か
つ
積
極
的
に
対
応
し

う
る
主
体
的
な
行
動
力
と
豊
か
な
想

像
力
を
養
い
、
友
愛
と
奉
仕
の
精
神

に
満
ち
溢
れ
、
真
理
と
正
義
が
実
現

さ
れ
る
時
代
の
到
来
を
目
指
し
て
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。」と
餞

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
在

校
生
の
新
生
徒
会
長
瀬
谷
勇
作
君
の

「困
難
が
待
ち
受
け
て
い
る
時
代
で

は
あ
る
が
そ
の
困
難
に
負
け
ず
に
活

躍
し
て
く
だ
さ
い
。」と
の
送
辞
の
言

葉
を
う
け
、
卒
業
生
代
表
の
磯
飛
周

平
君
が
大
田
原
高
校
で
の
経
験
を
自

信
に
替
え
、
常
に
強
く
生
き
、
将
来
、

日
本
、
そ
し
て
世
界
を
支
え
る
一員

と
な
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

新
し
く
大
田
原
高
校
を
飛
び
立
っ

た
後
輩
た
ち
の
卒
業
を
心
か
ら
祝
福

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ま
す
ま
す

の
精
進
と
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

第
百
十
回創
立
記
念
日

平
成
２４
年
４
月
１９
日
（本
）、本
校

第
一体
育
館
に
お
い
て
、
百
十
回
目

の
創
立
記
念
日
が
行
わ
れ
た
。
寺
内

校
長
先
生
、
車
田
同
窓
会
長
か
ら
あ

い
さ
つ
を
受
け
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の

中
で
式
典
は
終
了
し
た
。

式
典
後
は
、
高
第
３８
回
卒
業
で
、

警
視
庁
公
安
部
外
事
第
一課
分
析
官

の
松
丸
俊
彦
氏
の
記
念
講
演
が
行
わ

れ
た
。

松
丸
氏
は
、
川
西
中
学
校
を
卒
業

後
大
高
に
入
学
し
、
現
役
で
大
学
に

合
格
す
る
も
再
受
験
を
し
、
塾
講
師

を
経
て
、
現
在
の
仕
事
に
就
か
れ
て

い
る
。

一昨
年
に
南
ア
フ
リ
カ
で
行
わ
れ

た
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

の
警
備
の
話
を
盛
り
込
み
な
が
ら
の
、

松
丸
氏
の
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
講

演
に
会
場
全
体
が
引
き
込
ま
れ
て
い
っ

た
。
大
変
有
意
義
な
講
演
で
あ
っ
た
。

午
後
は
芸
術
鑑
賞
と
し
て
、
場
所

を
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

に
移
し
て
、
東
京
芸
術
座
に
よ
る

「十
二
人
の
怒
れ
る
男
た
ち
」
を
鑑

賞
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
陪
審
員
制
度
が
確

立
さ
れ
て
久
し
い
が
、
日
本
で
は
裁

判
員
裁
判
が
始
ま
っ
て
ま
だ
間
も
な

い
。一

人
の
少
年
が
尊
属
殺
人
で
起
訴

さ
れ
、
陪
審
員
が
評
決
を
下
す
に
あ

た
り
、
十
二
人
の
陪
審
員
の
う
ち
一

人
だ
け
が
有
罪
犯
罪
に
待
っ
た
を
か

け
る
。「せ

め
て
少
し
で
も
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。」と
言
い
出
し
話
し
合
い
が

始
ま
る
が
、
話
し
合
い
の
過
程
で
色

々
な
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
、
意
外

な
結
末
を
迎
え
る
―
。

日
本
に
導
入
さ
れ
た
裁
判
員
裁
判

と
当
た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
の
内
容

に
、
会
場
全
体
が
の
め
り
込
ん
で
い
っ

た
。
陪
審
員
の
在
り
方
だ
け
で
な
く
、

話
し
合
い
の
重
要
性
を
も
説
く
よ
う

な
、
興
味
深
い
内
容
の
劇
で
あ
っ
た
。

平
成
２４
年
度
入
学
式

平
成
２４
年
度
４
月
６
日
（金
）、平

成
２４
年
度
第
６７
回
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
た
。
今
年
度
の
入
学
式
は
、
厳
し

い
寒
さ
が
長
引
い
た
影
響
も
あ
り
、

桜
が
ま
だ
開
花
さ
れ
な
い
中
で
の
入

学
式
で
あ
っ
た
が
、
入
学
許
可
の
各

担
任
の
呼
名
に
対
す
る
返
事
は
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る
元
気

溢
れ
る
清
々
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

入
学
許
可
後
の
式
辞
で
寺
内
孝
夫

校
長
先
生
は
、
新
入
生
２
４
０
名
の

入
学
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
高
校

生
活
を
最
高
の
も
の
に
す
る
た
め
に
、

「自
ら
の
課
題
を
持
つ
て
ほ
し
い
。」

「出
会
い
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。」

「心
と
体
を
健
康
で
い
て
ほ
し
い
。」

と
３
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
山
利
秋
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
も

祝
福
の
言
葉
と
と
も
に
、
新
し
い
環

境
に
飛
び
込
ん
で
い
く
新
入
生
に
心

強
い
励
ま
し
の
言
葉
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
贈
っ
た
。

さ
ら
に
、
入
学
者
宣
誓
で
は
代
表

の
高
久
優
君
が
、
本
校
に
入
学
し
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
対
す
る
抱

負
を
力
強
く
誓
っ
た
。

入
学
式
で
の
新
入
生
２
４
０
名
の

表
情
は
と
て
も
明
る
く
、
希
望
に
満

ち
て
お
り
、
今
後
大
田
原
高
校
で
の

勉
強
や
部
活
動
、
ま
た
強
歩
、
寒
稽

古
と
い
っ
た
伝
統
行
事
を
経
験
し
、

心
身
と
も
に
強
く
な
り
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
引
っ
張
っ
て
い
く
人
間
へ

と
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

Ｚ一。　　　　　　　　　　　　「
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平
成
二
十
三
年
度

財
団
法
人

平成23年度および過去4年間の大学合格状況 ()内は過年度卒の内数

紫
塚
奨
学
団
報
告

係
教
諭
　
川
又
勝
寿

本
紫
塚
奨
学
団
は
、
大
正
７
年
、

多
数
の
同
窓
生
か
ら
寄
付
さ
れ
た
財

産
、
１
千
８
５
０
円
を
基
金
と
し
て

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
の
内
容
は
、

奨
学
資
金
の
貸
与
と
優
良
生
徒
の
顕

彰
で
あ
り
、
基
本
財
産
が
生
み
出
す

利
子
を
主
な
事
業
資
金
と
す
る
も
の

で
す
。
基
本
財
産
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
創
設
後
か
ら
の
篤
志
寄
付
に
加

え
て
、
昭
和
５７
年
度
に
迎
え
た
学
校

創
立
８０
周
年
記
念
事
業
の
主
た
る
事

業
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
同
窓
会

の
熱
心
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
飛
躍

的
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も

同
窓
会
を
は
じ
め
多
数
の
同
窓
生
か

ら
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。平

成
１４
年
度
か
ら
は
、
寄
付
金
と

返
還
金
を
貸
与
金
に
直
接
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
新
規
採
用
者
を
２
名
、

貸
与
月
額
を
３
万
円
と
い
た
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
財
団
の
運
営

に
つ
い
て
再
度
の
見
直
し
を
行
っ
た

結
果
、
次
の
よ
う
な
方
針
で
運
営
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
寄
付
金
を
基
本
財
産
に
繰
り
入

れ
る
。

②
平
成
２０
年
度
か
ら
当
面
の
間
は
、

新
規
採
用
者
２
名
に
対
し
て
、
入
学

時
に
一括
し
て
５０
万
円
を
貸
与
す
る
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
従
来
よ
り

奨
学
団
へ
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
な
お
一層

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

財団法人紫塚奨学団 平成23年度事業報告
事業の状況
(1)奨学金の貸与

大学生 2名   一括 500,000円

(2)奨学団賞授与
①顕彰者
・大蔵  聖

②3ケ年皆勤者 73名に対して記念品を授与
寄付金に関する事項

(平成23年 4月 1日 ～平成24年 3月 31日 )

・井上成紀 (現評議員・高12回 )様  30,000円
大林茂俊 (高 21回 )

・篠崎勝則 (現評議員・高14回)様  30,000円
車田孝夫 (現理事・高3回)様   30,000円
。増渕忠行 (現評議員・高16回)様  11,840円
平成23年度卒業生
・森島堅二 (前理事長 前校長)様  100,000円

合 計  486,040円

郵
便
局
振
替
口
座
番
号

（υ（υつ０底０（），―　ス仕‐１　１■１■●Ｏαυ′υ

口
座
名
　
財
団
法
人
紫
塚
奨
学
団

目公立大 23年 22年 21年 20年 19年 私立大 23年 22年 21年 20年 19年
東京 1 0) 0 0 1 早稲田 11

京都 0 1(1) | 1(1) 慶應義塾 2
東京工業 1(1) 1 2 0 上智 1 4 ! 2
―橋 0 0 3 国際基督教 0 1 0 0
大阪 0 1(1) 1 学習院 | | 0 2
名古屋 2 1 明治 20(41
東北 9 法政 17
北海道 4 2 3 2 立教 4
九州 1(1) 0 0 0 中央

東京外国語 0 1 0 0 0 青山学院 6 6
筑波 2 2 | 2 6(1) 東京理科 17
千葉 5 4 6 立命館 4 7
埼玉 9 8 8 6 芝浦工業 11

新潟 9 6 1 日本
金沢 0 4 専修 7 6
横浜日立 3 3 0 1 東洋 4
東京学芸 5 4 駒沢 1'(1) 5 6 4
東京晨エ 2 6 3 4 2 東海 2
電気通信 2 3 1 ! 神奈川 6 20
静岡 3 | 9 成躍 2 2
山形 3 7 東京農葉 8 3 4 4 6
茨城 8 8 5 17
宇都宮 獨協医科 1 2 1 1

首都大東京 2 3 | 自治医科 0 0 1 0 0
現役前期合格者 現役私立大計 300 348

:54 :08

平成25年度同窓会総会・懇親会
平成25年度から、総会の日時を6月 第一土曜日に固
定化しました。
1.日 時 ;平成25年 6月 1日 (土)15:00～

懇親会 ;16:00～ 18:00
2.会場 ;大田原市内式場
・詳しいご案内は、紫塚同窓会本部ホームページで
ご案内致します。

・各年次の常任理事にも、事前連絡いたします。
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お客様の大切な時間を演出します

KAttSUttAYA
勝田屋記念会館

T324-0062
大田原市中田原2082-3
丁EL 0287-23-4165 FAX 23-4188
http://www.katsutaya.com

医療法All団 亮 仁 会
須 中 央 病 院
理事長臼井 亮平 (中38回 )

刀F

〒324-0036栃 木県大田原市下石上1453番地
丁EL 0287-29-2121 FAX 0287-29-2501
E― mall:nasuchuoh@mtg.big:obe.ne.jp

鏃藻冨当rT稔ボ建設
〒324-0206栃木県大田原市中野内 2126
TEL 0287-59-0114 FAX0287-37-5515

硼性r聯:盤 斎藤ハウジング
〒329-2712栃木県那須塩原市下永田 1-1009
TEL 0287,39-6626 FAX 0287-38-1644

代表取締役 猪 股 弘 樹 (高 46回 )

'セ

レモニーホ‐ルあぶらや
有限会社 油 屋 商 店
吉 サ|1恵 造 (高 7回 )

吉 川 秀 之 (高34回 )

〒324-0051栃木県大田原市山の手 1丁 目1番 22号
(本 店)πL 0287 22-2219 FAX 0287-237863
(ホ ール)1■L028724-241l FAX 0287-24-2412

iSO-9001・ lSO-14001認 証取得

総 合 設 備 業

橋総設工業株式会
代表取締役 大 橋  保 (高29回 )

取締役会長 大 橋 照 男 (中43回 )

社

〒324つ057栃木県大田原市住吉町2丁目4番24号
TEL:0287-23-310α fO FAX:0287-23-3102

「上杉文化と本場米沢牛」
小野りl撃昆泉/ホタkの里ら1、当善分の宿 とう  ‐!ヽ Ｒ

館沐
作 (高16回 )

~ぶ 養府
袋表取締資(乱 m)
〒993-0076山 形県米沢市小野川町2493冊鬱響畳畿肝厭蹴]轟

や屋
章

大田原厚生会

院病

号
２
５

＞

　
＞

　
５

２

２

錮　側
猪６６７８

音同　　一日同　　口﹈　一　　一

武恕剋ｍ・２３・２３

尚
秀
宏
群
８７
原
２
２

〒324-0042

宗 教 法 人

大田山光真寺
住 職 黒 田 俊 雄 (中40回 )

冨J住職 黒 田 泰 弘 (高 35回 )

〒324-0051栃 木県大田原市山の手2-11-14
TEL(0287)22-2033

情報システムのパイオニア

獄会社テ]」産業
代表取締役
秋 間  :忍 (高16回 )

T325-0033
栃木県那須塩原市埼玉371-8
丁EL 0287-62-6010
FAX 0287-62-8998

職‰調器19認ざ甲p

l■l田中建築事務所
一級建築士 日本建築家協会会員
阿久津 賢 次 幅16回 )

本   社
1=108-0074
東京都港区高輪2-16-45高 輪中山ビル
丁EL 03-5420-2431 FAX 03-5420-2461

三 九
(さ んきゅうかい) (高 16回 )

2007年 1月発足以来、東京
と大田原を中心に親睦会を開催。

藤田宏和 電話 0287-29-0902
岡本之良 電話 048-442-4364

△〓
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義務威焼篤糊誹乙ノサイ

株式会社関 商 事
代表取締役関  幸 ― (高22回 )

¬=329-2763
栃 木 県那 須 塩 原 市 井 口532-7
TEL 0287-3卜 8181 FAX 0287-36-4141

中国料理 竜
誠
尚

代
代

田
田

― (高 18回 )

之 (高47回 )

大田原市城山2-2-12(消防署近く)
●0287-22-2801((O FAX23-8383

邸まえなろ
代表取締役 渡 辺 繁 治

(高 19回)

T E L 0287(22)6849

司法書士法人片柳事務所
簡裁訴訟代理人 第206005号
宇都宮地方裁判所 民事調停員
大田原簡易裁判所 民事調停員
宇都宮地方裁判所 司法委 員
大田原簡易裁判所 司法委 員

彗蚕警曇片柳  洋幅22回 )

社 員伊 藤 憲 司 (高39回 )

T329-2711
栃木県那須塩原市石林 224番 地 6
(大田原西那須野街道一本松ほっほ通り沿)

TEL287-2-5aaFハX"=a〕―祝,′ご

カンタン。キレイ・色あせない
FU」 ICOLORデジカメプリント
写真のことなら何でも、
当店におまかせください。
カメラの山口
山口 紀之 (高36回 )

大田原市山の手1-7-1
TEL 0287-23-4166

有限会社高松自動車販売
代表取締役高 松  勝 (高22回 )

〒324-0018
大 田原 市 上 奥 沢85-5TEL 0287-23-3818

劇ふみユ・
T325-0056
那須塩原市本町5-5
TEL 0287-62-0 1 2 8
FAX 0287-62-1 07 6

lllナルミヤスポロツ
成 宮 正 人 (高44回 )

大田原市中央2丁目16番地15号TEL(o287)23-6668
FAX(o287)23-6437

llll奈良スポーツ
代表取締役 奈 良 靖 久 (高12回 )

大田原市紫塚2-2609-97TEL 0287-22-2670
http://― .narasp.com

/●原目屁利匡膿HARA EYE CLIN:C

院 長 原  裕 (高20回 )

T324-0042
大田原市末広1丁 目5番27号

(大田原市農協ヨコ)TEL 0287(24)001 1

季節の上生菓子

伏見屋菓子店
― (商 1回 )

港モ(商30回 )

フ シ ミ ヤT E L 0287-23-2438
フシミヤF A X 0287-24-2 438

功
雅

見
見

伏
伏

すきやき。しゃぶしゃぶ。とんかつ

繁
大小宴会承ります (料理3,000よ り)

岡 野 繁 雄 (高23回)

大田原市山の手 1-3-9TEL 0287-22-2474FAX 0287-22-2718

:ぬe
院 長
副院長

丼上眼科医院
井 上 成 紀 (高12回 )

井 上 直 紀 皓43回 )

〒324-0051大田原市山の手1-2-11
80287-22-2514

各 種

オ寸
F口  昴」

Fロ 「11
寸

寸

オ

オ
飯
飯

忠 雄 (中42回 )

通 (高28回)

TEL  0287-22-2016《 りFAX 0287-23-4055
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≦P扇曹電設
代表取締役 君 島 建 二 徹 0回

¬=329-2921
栃木県那須塩原市塩原1450-3TEL 0287-32-3504FAX 0287-32-3165

社会保険労務士法人
ソウマ・高根事務所
社会保険労務士

― (商 3回 )誠 ―相 馬
〒101-0063
東京都千代田区神田淡路町1-11

‐3251-5141中野ビル 5階 ■■03-

響 獅 ル贔毘聰
代表取締役 大 金 幸 仁 像9回 )

T324-0062
栃木県大田原市中田原593-3TEL 0287-24-2525FAX 0287-24-3737
http:〃 www.ohtawara― onsen,oom/

久島労務管理事務所
樹31人 隊島 I (高20回 )

1=329-2754
栃木県那須塩原市西大和3-41
電  言舌 0287-36-9911(ω
FAX  0287-36-8550

吉岡食品工業株式会社

袋
表取締

箕吉 岡 博 美 信 20國

本 社〒324Ю051栃木県大田原市山の手2-16-10
TEL 0287-23-5555/FAX 0287-23-5557

おいしいと心から喜んでいただける麺を造る続けます

だ連経大西製麺
専務取締役 大[F彗 ″【F現 (高27回 )

1=324-0242
栃木県大田原市大豆田266-2
TEL 0287-54-0373
http//www.onix→pn.cOm

“

ゑ 入静n

揚夕0,ム
〒329-2921栃 木県那須塩原市塩原 6
TEL 0287-32-3232 FAX 0287-32-2989
http://www.tnky.ip

:ぬe
丼上眼科医院
井 上  売 (高49回 )

順天堂大練馬病院眼科

〒324-0051大 田原市山の手1-2-11
80287-22-2514

総合物流のエキスパー ト

」ρ株式会社ジェイパック
取締役本部長 今  泉   薫 (高20回 )

T210-0869
川崎市川崎区東扇島18-2(東扇島A棟倉庫)

TEL:044-271-1101 FA〉(:044-246-1103

株式会社

マキ厨房設備
代表取締役 利員  徳 禾日 (高24回 )

本社 〒324-0051
大田原市山の手2-3-13
TEL 0287-22-2486《 り
FAX 0287-23-7653

確かな情報伝達企業として

a株 式会社 エニエム企画
一――新聞・広告・保険―――

栃木県大田原市黒羽向町 409
TEL.0287-54-0126 FAX.0287-54-0714

タイルエ事・石工事・リフォームエ事

毀多八]モ株岨
儀 聯 長橋 本   徹 幅 32回 )

益子 範明 (高32回 ) 荒牧  量 (高32回 )

山寄  洋 (高33回 )橋本  悟 (高41回 )

渡辺  毅 (高45回 )

本   社/大田原市南全丸η∞TEL 0287-24/00■0
東京営業所/北区赤羽台  東北営業所/仙台市泉区

htpブ′WWW.hasimo.oo.lp

:ぬe
丼上眼科医院
井 上  順 (高44回 )

聖マリアンナ医大眼科

〒324つ051大田原市山の手1‐2-11
80287-22-2514
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吉成小児科医院
医師吉 成 仁 見幅22画 )

T324-0055
栃木県大田原市新富町 2-1-22
電 話 (0287)22-2412

鈴木歯科医院
本 和 雄 (中 39回 )

〒324-0241
大 田 原 市 黒 羽 向 町 74TEL 0287-54-0700

有限会社禾口」泉 詔ヒ言十
代表取締役 和 泉 卓 哉 (高22回 )

〒329-2703栃 木県那須塩原市槻沢322番地9
丁EL 0287-37-4871
FAX 0287-37-4872
http://vvww.izumi― architects.com/

介護用品のレンタル・販売

松本 寿広 (高20回) 松本 隆史 (高48画 )

■処方せん調剤 クスリのこオ験、先帥硼談お夕軽にどうぞ
愛,(0287)22…2502《う

大田原市城山1丁 目5-317Ⅸ兼 (0287)23-5040

○慾 土木株式会T~t.
本 社/留

:ぬ嘱域V露髪森井∬麟脇3麗
・

内科・小児科・循環器内科

医療法人金 澤 医 院
理事長金 澤 正 邦 (高 15回)

事務長金 澤 政 史 (高47回 )

T325-0052
栃木県那須塩原市中央町1-8
TEL 0287(62)0029
FAX 0287(64)2590

猪股司法書士事務所
司法書士猪 股 秀 章

(高21回 )

紫塚同窓東京会事務局長
〒106-0041
東京都港区麻布台3丁 目1番 5号 電 話 03-35838657
日ノ樹ビル401号        FAX 03-3583-0583

螢L   
最発翼肉 の金 澤

電陛夏野 ポーク 代表取締役金 澤 駿 一
摘標輩引76626刷             (高 11回 )

〒325-0052那 須塩原市中央町本店 ■■ 0287(63)4129
FAX0287(63)8161

弥生町支店 TEL 0287(63)5673
http://www.nikunokanazawa.com

池島酒造株式会社

哲(高20回 )

介 (高52回 )

T324-0036
大田原市下石上1227
TEL 0287(29)0011

題字 長 嶋 石 城 (高 8回 )

役英
佑

蹄嶋
嶋

儀池
池

n¬肌品がα
北関東綜合警備保障

代表取締役社長 青 木   勲 (高 9回 )

本社 :宇都宮市不動前1-314
TEL:028-639-0301

nr/lsu
株式会社NAS∪設計
窒季甦羮堡篠 崎 勝 則 (高 14回 )

冽`た± 11324-0005
栃木県大田原市練貫364番地67TEL. 0287-23-7861FAX. 0287-23-7819
E―mail nasuarcogaea.∝n.ne.jp
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きれいな写真は、

ミハル写真館
可=324-0051
大田原市山の手2-6-33
TEL0287(22)2566

(消防署'前 )

藤田山円光寺
住職神島仁誓 (高24回)

T329-2755
那須塩原市西原町 4-5
TEL o287-36-0476
FAX 0287-36-2965

鎌
鎌
田浅香医院
田美樹雄(高24回 )

T324-0043
大田原市浅香 3-3-9
丁EL 0287-22-2703

』ノ娘ばといでゅたかな人口凛
ⅢⅢ D IグループⅢ‖‖

ltl藤田材木店 岬 大一不動産
栃木県大田原市美原3丁目3266-1  栃木県大田原市紫塚 1丁目14-13T E L 0287(22)2617  T E L 0287(22)5119
代表取締役藤 田 昭 彦 (高26回)代 表輔敵 ノJヽ 板 橋  博  幸

NISHDA 西田整形外科医院

ORTHOPAEDIC

整形外科・リハビリテーション科
整形外科専門医
院長 西 田 三 郎 (高30回 )

大田原女子高校そば
T324-0053
栃木県大田原市元町 1丁 目9-18
TEL 0287-20-3100

各種自動車販売・民間車検・石油類販売

l●l小浦モータース
ノjヽ 浦 道 夫 (高27回 )

ノjヽ 浦 敏 夫 (高釧回)

本   社 大田原市佐久山2208番地

霧 f i:[!:::::!:::

エクソンモービル有限会社
代理店

ltl浅 井 破 油
代表取締役 浅  井  元

(高29回)T324-0057
栃木県大田原市住吉町1-14-20
T E L 0287(23)3366代)

十善山雲照寺
住 職 草 野 知 明 (高20回 )

副住職 草 野 光 丘 (高49回 )

那須塩原市三区町659番地
TEL 36-0824
FAX 36-3753

日本整形外科学会専門医
医療法人阿久津整形外科

(|リスI言撃上ション科)
院長 阿久津 政司 (高37回 )

〒329-2727
栃木県那須塩原市永田町3-16

(西那須野駅前)TEL 0287(36)3639“ り

北関東36不動尊霊場第24番札所
下野観音霊場第9番札所

真言宗智山派

龍頭山不動員龍泉寺
住職植 木 盛 雄 (高36回 )

大田原市山の手 2-9-2
TEL(0287)22--2978
FAX (0287)24--2371

セ イ ワ 薬 局
星  和 明 (高30回 )

T324-0042
大 田原 市 末 広 2-8-27
T E L 0287(22)2628

吉 成 歯 科 医 院
吉 成 慶 司 (高23回 )

〒324-0234 大田原市前田145
TEL 0287-54-2600

E〕数pnMObilエクソンモービル代理店

侑)吉 田屋商店
代表取締役 森  英 夫 (高30回 )

那須塩原市西栄町1-8本  社 36-0013 !CSS 36-4661
電話 (西那須野)0287国 道SS 36-0817 BPSS 36-1493
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創立‖0周年記念事業

本年大高は創立110周年を迎えました。創
立は明治35(1902)年、ちょうど日英同盟締結
の年でした。爾来2002年 には創立loo周年、
そして本年2012年が創立1lo周年であります。
創立記念日の4月 19日 には、母校体育館に
おいてFll年 どおりの創立記念式典を行いまし
たが、来る10月 18日 (木)に は創立1lo周年記
念式典を行う手筈となっております。すでに
実施済みの事業も含めて、記念事業・記念行
事等についてご紹介します。
1 記念事業
吹奏楽部の楽器購入、教室へのプロジェク
ターとスクリーン設置、野球グランド整備機
器購入を行いました。
一昨年11月 に同窓会名簿を発行致しました。
現在110周年記念誌を作製中です。
2 創立110周年記念式典
実施日時 :平成24年 10月 18日 (木)10:00～
会  場 :大高第一体育館
内  容 :式辞、祝辞、関係者表彰
3 創立110周年記念行事
実施日時 :平成24年 10月 18日 (木)13:00～
会  場 :那須野が原ハーモニーホール
内  容 :吹奏楽部演奏会

講演会……講師はさだまさし氏
詳細は、後日同窓会のホームページ等で紹

介する予定です。
事業執行の財源ですが、100周年の時のよ
うに、趣意書等を準備しての広範な募金活動
は行わず、100周年時の残金、同窓会予算中
の110周 年基金積立金、在校生PTAか らの
負担金、並びに特別寄付金等をもってあてる
ことになりました。在校生には5月 14日 付で
文書を配布し、6月 に3,500円 の『創立110周
年記念事業費の保護者負担金』として納入し
ていただくことになっています。
※ 同窓生各位のご協力なしには事業を遂行
していくことはできません。なにとぞ皆様方
の物心両面のご協力をお願いします。

紫塚同窓会 ホームベージ
・紫塚同窓会本部のホームページをご覧下さい。

URL http://www.muradouosakura.ne.jp
。お問い合わせ、ご意見などは下記までお寄せ下さい。

e―mailidalko@muradOu.sakura.ne.jp
機能重視、シンプルなHPを ′いがけています。

(広報委員会・HP小委員会)

閂
同
蜃
鼈

半
世
紀
ほ
ど
前
、
学
生
時
代
に
歯

車
設
計
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。

イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
ト
歯
車
と
か
サ
イ
ク

ロ
イ
ト
歯
車
、
ラ
ッ
ク
と
ピ
ニ
オ
ン

と
い
っ
た
言
葉
を
思
い
出
す
。

同
窓
会
に
関
っ
て
数
年
が
た
っ
た
。

こ
の
半
年
、
自
身
の
歯
車
が
う
ま
く

か
み
合
っ
て
い
な
い
な
、
と
悩
ん
だ
。

そ
の
よ
う
な
中
、
会
報
発
行
の
期
日

だ
け
ど
ん
ど
ん
迫
っ
て
き
た
。
今
回

も
飯
村
印
刷
所
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
っ
た
。

百
十
周
年
だ
か
ら
、
百
周
年
の
よ

う
に
カ
ラ
ー
版
に
す
る
か
迷
っ
た
が
、

紙
質
を
良
く
す
る
程
度
に
留
め
た
。

昨
年
は
野
球
部
が
５２
年
ぶ
り
に
春
の

県
大
会
を
制
し
た
直
後
だ
っ
た
か
ら
、

そ
の
特
集
記
事
を
扱
っ
た
。
今
回
は

地
道
に
活
躍
す
る
母
校
の
姿
を
、
同

窓
生
の
視
点
か
ら
ま
と
め
て
み
た
。

そ
れ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
高
時
代

を
思
い
出
し
た
い
と
３
先
生
に
執
筆

を
お
願
い
し
た
。
３
先
生
の
文
章
を

読
ん
で
大
高
卒
で
良
か
っ
た
、
短
気

を
起
こ
さ
ず
良
か
っ
た
と
感
じ
た
。

も
う
一度
、
大
声
で
「青
年
の
樹
」

を
歌
い
た
い
心
境
で
あ
る
。

今
回
も
多
く
の
方
々
に
広
告
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
深
謝
致
し
ま
す
。

会
報
発
行
費
用
の
約
６０
％
は
広
告
代

で
ま
か
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ご

多
忙
の
と
こ
ろ
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
も
、
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
高
３２
回
小
川
亨

常
任
理
事
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

広
報
担
当
（高
１６
回
）
増
渕
忠
行

第59回 十年会のお知らせ
日時 平成24年 8月 15日 (水 )

場所 結婚式場 KATttЛAYA
(大田原市中田原2082-3

該当年次 併中2・ 高4、 高14、

高54
※前回から該当年次以外でも参加を受け付けることに
なりました。
十年会該当年次以外で参加希望者は、平成24年 7月
末日までに紫塚同窓会事務局まで、お申し込みくださ
い。
Fax申 し込みのみ受け付けます。Fax 0287-23-9691
(卒業年度、氏名、住所、電話番号)を必ず記入し

て下さい。
会費、5,000円 は当日会場にご持参下さい。

15:00開始

T■0287-23-4165)
高24、 高34、 高44、

第11回紫塚GFクラブゴルフコンペ参加者募集
◇開 催 日 平成24年 10年20日 (土 )

◇開催場所 琵琶池ゴルフ倶楽部 大田原市藤沢91-4
◇募集人員 20組、80人
◇競技方法 18ホ ール

ペリア方式での団体競技及び個人競技
◇参 カロ費 3,000円 (賞品及びパーテイー費)

◇プレー費 10,000円 (昼食付)

◇表
キヤデイ付 3,000円増 し

彰 団体競技の部、個人競技の部に優勝カッ
プあり。
参加賞、その他沢山賞品を用意していま
す。

◇参加申込、問い合わせ先  紫塚GFク ラブ事務局
大田原市財務部長 田村正幸 (高24回 )

TEL 0287-23-8797


